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１９８４年度シンポジウム

｢低成長期における立地と地域経済」

大会実行委員会

課題の趣旨

第１次石油危機以来すでに１０年、わが国経済をとりまく諸条件は、たとえば高エネルギー価格、

景気の長期的低迷、発展途上国ないし中進国との産業上の競争の激化、先進国市場における貿易摩擦

など、きびしいものがある一方、この間における技術革新も着実に進展した。こうした状況の中にお

いてわが国の産業構造もまた根本的な変化の途上にある。産業栂造の変化はかかる経済的、社会的は

たまた技術的な条件変化に対する適応の結果にほかならないが、一方それは産業の空間構造の変化を

伴ない、あるいはそれを喚起している。いずれの時期においても産業構造の変化と産業の空間構造の

変動とは多かれ少なかれ相即不離の現象である。空間構造の変動は個々の地域にとってさまざまな明

暗をつくり出すのであって、それぞれの地域が直面している問題は一様ではない。

かくて現下の経済地理学的な重要課題はこのような産業構造の顕著な変化を別の視点、すなわち空

間構造の変化や立地変動の側面からとらえることであると考えられる。

今回の大会シンポジウムのテーマについては、会場が関西であるということもあって、関西、阪神

地域、あるいは近畿圏などとかかわりの深いものであることもひとつの要件であるが、それが単に－

地方的な問題に限定されず、全国的あるいは国際的な視点においてとらえられるようなものであるこ

と、それによって関西のみならず日本の各地方がかかえている経済的問題に何らかの示唆を与えうる

ようなものであるべきであると考えた。もちろんこのようなテーマはかなり欲ばつた理想であること

は十分承知しているのであるが、それよりも、具体的にはどのような現象が問題としてとりあげられ

るべきであろうか。

まずそのひとつは、高度成長時代の工業化の主導的部門をなした基礎的素材型の重化学工業が国際

競争力を低下させ、設備過剰となり、これをかかえる臨海工業地帯は深刻な構造的不況に直面してい

ることである（課題１）。つぎに既成の大工業地域の内部では衰退が局地的に生じ、脱工業化のテン

ポが早まったことである（課題２）。しかしわが国では一方で先端技術産業（エレクトロニクス、メ

カトロニクス、ファインケミカル、新素材、バイオテクノロジーなど）の成長力は高く、新規の工業

立地は今やこれらの業種が主体となるに至った（課題３）。また工業内部においては研究開発やデザ

イン、マーケッティングなど知識.情報の投入が増えておｂ、このソフト化への傾向は今後の立地に

大きな影響を及ぼすと考えられる（課題４）。
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もちろんかかる傾向は必ずしも、低成長期に固有のものとはいえないが、低成長経済の中にあって

常に全面的な低迷を続ける欧米先進諸国とはやや異なり、再び新旧産業の交替、立地の消滅と発生の

かなり顕著な変動をひき起こしているのである。

これらはその中のいくつかの例にすぎないが、とりあえずこれらの柱をかかげて、学会の役員諸氏

に意見を徴したところ、大方の御意見は賛成であって、これらをまとめて、「低成長期における立地

と地域経済」と題した次第である。もちろん、「立地」問題にこだわりすぎているとか、「農業」と

か「工業」とかいうように産業別にすることには反対であるといった御意見も頂戴した。実行委員会

としては今回のテーマでとくに農業、工業……と分けて工業のみを、しかもその立地問題に限定した

というような意図はなく、はじめに述べたような現状認識に基いた結果であるにすぎない。立地を抜

きにしても地域経済論や地域政策論は可能であろうが、今回は一般論として立地と地域経済の関係を

取扱うことを課題とはしていない。しかし地域経済とは何かという問題については今後検討を加える

必要があろう。

経済地理学ではこれまで高度成長期における立地と地域経済の分析や、地域政策のフォロウアップ

にかなり多くのエネルギーを注いできたが、低成長下における変化に対しての取組みは必ずしも活発

とはいいがたく、いま改めてこれらの当面する問題に挑戦する意義は決して小さくないのみならず、

緊急課題であると考えられる。

わが国の既成の大工業地域の中で出荷額の伸びがもっとも低く、都心とインナーシティにおいて常

住人口の減少と各種機能の分散がもっとも顕著な大阪地区において今回の学会が開催されるのを機会

に、衰退産業をかかえる大都市の問題を、英米の事例を参考にしながら考察される。大阪経済はある

ていど関西経済全体の体質をも代表しているといえるが、経済構造の成熟からさらには老化に伴う諸

問題、その産業戦略が論じられる。

順序は不同であるが、また構造不況業種の集積する単一産業都市に準ずる地方都市がかかえる問題

に関して今回は紙・パルプ工業と富士市の事例がとりあげられる。不況業種の性格によってその影響

の及び方は異なるであろうから、他の不況業種の事例について参会者から発言が聴ければ一層有益で

あろう。

先端技術産業の立地と地域に及ぼす影響についてはエレクトロニクスを中心として急速に変貌しつ

つある熊本の事例の報告があり、また先端技術産業の立地に関する理論的考察の報告もある。今やわ

が国でどの地方へ行っても先端産業が口にされる状況は、かって石油化学コンビナートを熱望したの

と共通しているが、先端産業の地方立地とは実際上どういうものなのか、その地方が先端産業といか

にかかわっていくのか、その集積の様態はいかなるものかなど検討すべき問題があるであろう。また

高度経済成長期に立てられた計画が、見込み違いとなり、資源浪費、高コストという結果を招いてい

る長野県の事例が報告される。
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今回のテーマは到底一回のシンポジウムで論じ尽せるものでないし、上記の４つの柱をもカバーし

えていないことは承知の上であるが、限られた報告者と時間の中で、このテーマに対する関心を深め、

単なる事例のよせ集めに終らせないで、経済地理学的アプローチへのいとぐちがえられるために、参

加者の活発な発言・討議を期待したい。
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紙パルプ不況と富士市製紙業

塩川亮（静岡大学）

Ｉはじめに

わが国の紙パルプ産業は１９７８年秋の第１次オイルショック直後に紙パニックをおこすほどの活況

を呈したが、翌７４年から長期にわたる深刻な不況に落ち込んだ。このため１９７９年以降段ボール原

紙製造業が特定不況産業安定臨時措置法（以下特安法という）に基づく構造改善を実施したのをはじ

め、洋紙、板紙は不況カルテルを、家庭紙は中小企業団体法に基づく調整規程カルテルを数次にわた

り行っている。こうした中で通産省の産業構造審議会紙パルプ部会は「８０年代の紙パルプ産業ビジ

ョン」という答申の中で、同産業の慢性的な過当競争と生産過剰、原燃料費の高騰、国際競争力の低

下のもとで、業界の構造改善・再編成を強調し、また今後の生産のあり方として、紙あるいは紙加工

品など付加価値の高い製品を国内で、パルプのような付加価値の低い製品は海外の資源国での生産に

転換するように提言している。

一方１９８３年で期限切れになった特安法にかわり施行された特定産業構造改善臨時措置法（以下産

構法という）は構造改善とともに国際競争力強化の観点から業界再編成を目的としており、紙パルプ

産業においては洋紙・板紙製造業の一部がその対象業種となっている。しかしこうした不況対策は中

小企業が主体の産地の場合には必ずしも地域の実態に合わない面がある。そこで近年の紙パルプ不況

の実態を明らかにした上で、中小製紙メーカーが主体となり産地を形成している静岡県富士市の製紙

工業、とくに家庭紙工業を例に現状における問題点について報告する。

ｕ紙パルプ不況の実態

まず紙パルプ不況の概況について述べよう。わが国の紙需要は高度成長期には年率平均１０％の伸

びを示したが、オイルショック後の１９７４年には出荷量で対前年比７．４％、７５年には６．３％の減少

をみた。その後７６年から市況はやや回復するが、７９年の第２次オイルショック以降、再び紙需要は

低迷することになった。これに対し紙パルプ産業は素材産業であるが故に、生産過剰を招き、メーカ

ーの在庫量を急増させた。また２度にわたる石油危機はエネルギーコストを上昇させたが、北米産木

材チップもこの時期に急騰し、製品価格に占める原燃料費の比率を高めることになった。しかしこう

した原燃料費の上昇も需給バランスの悪化から製品価格に十分に転嫁でさず、結局企業収益の低下を

もたらし、８１年においては大手企業の多くが赤字決算となった。

こうした状況下でアメリカ・カナダなどからのパルプあるいは紙の輸入量は着実に増加しており、
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わが国の紙パルプ産業の国際競争力の低下も無視できない段階に至っている。

Ｈ近年の紙パルプ生産の地域的動向

構造不況下における近年の地域別紙パルプ生産の動向についてみてみよう.第１表は１９７８年と８０

年における地域別パルプ生産量を示している。それによると、１９８０年におけるパルプ生産量は９７９

万トンで７３年と比べ３３万トン減少している。これは紙不況と輸入パルプの増加によるものである。

地域別では、１９８０年において北海道26.8％、四国15.0％、東北13.6％、静岡県9.3％の順に多い

が、７３年との比較では、四国が約４０％生産量を伸ばしているのに対し静岡県は７３年の７４％しか

生産しておらず、地域的にかなりの差異がみられる。

紙については、第２表で示すが、１９８０年の洋紙の生産量は１０５４万トンで、７３年と比べ２８．１

％増加している。地域別には１９８０年には北海道２２．９％、四国１８．９％、静岡県１５．５％の順に多い

が、７３年と比べ四国が70.9％も生産量を伸ばし、１５．８％しか伸びなかった静岡県と地位が逆転し

ている。一方板紙については産業用需要が多いため不況の影響で１９８０年の生産量は７８年の９７％

となっている。地域別には静岡県23.3％が最も多いが、７３年との比較では特安法に基づく構造改善

が行われていることからどの地域もシェアの変動はあまりみられない。

このようにパルプ、洋紙生産においては四国が伸び静岡県が落ち込む傾向がみられるが、これは四

国の場合、大手企業の大王製紙が市況の良い新聞巻取紙や印刷用紙を主として生産しているため、そ

れがパルプ・紙の生産蹟の増加に結びついているためであり、一方静岡県の場合は、産業用需要中心

の品種構成からくる不況の影響と、公害問題などが生産量を減らす原因になっていることによるもの

である。

Ｗ富士市経済の特色

(1)概況１９８０年の国勢調査における富士市の人口は205,751人で、７５年と比べ３．３％増加して

いる。産業別就業者数（従業地）は１９８０年において１１万2000人で、７５年と比べ６．１％増加して

いるが、第２次産業が52.2％を占め、典型的なエ業都市であることを示している（第３表）。

第４表は１９７０年と８０年における富士市の業種別従業者数と製造品出荷額を示している。７０年

との比較で、８０年には従業者数．出荷額とも紙パルプや一般機械が比率を下げ、これに対して輸送

用機械（主として自動車部品）、電機が比率を高めている。しかし紙パルプが従業者数で３４．１％､出

荷額で40.7％占めており、また製造業以外でも製紙関連企業の集積が著しいことを考えると、富士市

は現在においても紙パルプ産業主体の産業構造を有している都市といえる。

(2)紙パルプ産業の特色１９８１年における静岡県の紙パルプエ場数はパルプ１０、洋紙・板紙計

１６２で、そのうちパルプは９工場、洋紙・板紙は１３０工場が富士市に集中している。富士市の紙生
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産の全国的シェアについては不明であるので静岡県の場合について述べると、１９８１年において洋紙

では、包装用紙（対全国比29.0％）、薄葉紙（同８２．９％）、家庭紙（同８０．７％）、板紙では段ボー

ル原紙の内装用ライナー（同３２．９％）、臼板紙（同47.7％）などの比率が高く、家庭紙を除くとい

ずれも産業用需要向けの製品で、不況の影響を受けやすい品種構成である。

１９８１年における富士市の品種別紙パルプエ場数は第５表に示される。それによると富士市内には

１３９の紙パルプ工場があるが、そのうち約５０％が家庭紙工場である。このうちパルプについては大

手の大昭和製紙の３エ場をはじめとして、９工場で生産され、自給用の性格が強い。以前においては

中小メーカーもパルプ生産を行っていたが、１９７０年の田子浦港ヘドロ公害以降水質基準が厳しくな

ったため、他地域からパルプの供給を受けるかあるいは輸入パルプを購入する工場が多くなっている。

洋紙は大昭和などの大手の包装用紙、中小企業の仙か紙が、家庭紙はすべて中小企業でトイレットペ

ーパーとらｂ紙が中心である。一方板紙は段ボール原紙の外装用ライナー、中芯原紙などが大手の大

昭和、本州などが中心になっているのに対し、内装用ライナーは中小企業が中心になっており、企業

規模によって品種が異なっている。

また富士市内にはこれらの紙パルプ工場のほか、関連産業の立地も著しい。製紙機械の１１７をはじ

め、故紙業者１０８、紙卸売商３６をはじめ資材゜紙加工・倉庫・紙運送業者など７３０企業を数える。

こうした関連産業が製紙メーカーを頂点に集積しており、地域経済への貢献度も高いが、これら企業

は大昭和・本州といった大手企業よりも故紙を原料とする家庭紙や板紙（とくに内装用ライナー）な

どの中小企業との結びつきが強い。こうした点からも富士市の製紙業の主体はこれら中小企業と言え

る。

Ｖ富士市の家庭紙工業

富士市の製紙工業の中心である家庭紙工業について、その実態と問題点について明らかにしよう。

ここでの家庭紙とは、トイレットペーパー、ちり紙、ティッシュペーパー、京花紙などからなる。

１９８１年における静岡県の家庭紙生産量の製品別対全国比はトイレットペーパー40.1％、ちり紙

８０．７％に対してティッシュペーパー１１．９％、京花紙５．５％と低く、トイレットペーパーおよびちり

紙に特化している。

富士市の家庭紙工場について、従業者規模別製品別工場数を示した第６表によると、３９工場がト

イレットペーパー、２７エ場がちり紙を生産しており、これらで全体の６５％を占めている。従業者数

はほとんどが１００人未満の中小零細エ場であるが、とくに５０人未満の工場が全体の８６％を占めてい

る。

工場の創業年は戦後、とくに昭和３０年代、４０年代が約半数を占め､大正期からの古い産地にもか

かわらず比較的新しい工場が多い。これは新旧工場の新陳代謝がはげしく、1つの企業が倒産・廃業

’
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しても別の経営者が工場ごと買い取り、新しい企業を起こすことが多いためである。

富士市の家庭紙工業はもともとちり紙に特化した全国一の産地であった。しかし全国的に需要がち

り紙からトイレットペーパーに移行するなかで、中小のちり紙工場は相次いでトイレットペーパー生

産のための設備更新を行ない、１９７４年にはトイレットペーパーの生産量がちり紙のそれを上回るよ

うになった。ところが７７年頃から需給バランスがくずれ、生産過剰が顕在化し、トイレットペーパー

の在庫量が急増することになった。これはトイレットペーパーが量産商品で重量あだｂの単価が安い

商品であることから、企業は粗利益率を高めることよりも、量産効果によるコストダウン、商品回転

率を高める方向に走ったためである。

このため中小企業団体法に基づく調整規程カルテルを１９７８年１月から８月、１９８１年９月から

８２年５月の２度にわたり実施し、生産調整などを行っているが、１９７７年以降１１企業が倒産もし

くは転廃業している。

こうした現状の富士市の家庭紙工業あるいは広く製紙業について、いくつかの問題点を指摘しよう。

第１は公害の問題である。すなわち’９７０年の田子浦港ヘドロ公害は中小製紙企業の公害設備資金

の負担を増大させた。富士市においては、昭和２０年代まで製紙工場の廃水は未処理のまま河川に放

流され、地元農民との紛争が絶えなかった。そこでこれら工場の廃水を集約し処理する産業用下水道

の岳南排水路が建設され、昭和４０年代に排水路そのものは完成するが、終末処理場は地元住民の反

対などから実現しなかったことから、結局工場ごとの廃水の個別処理という形になった。もともと終

末処理場は中小企業の負担軽減という目的があったといわれるが、この計画の挫折は中小製紙企業に

とって大きな経済負担になった。このため昭和４０年代末には転・廃業の企業が多かったといわれる。

現在、富士市の公害規制は全国的にみても厳しく、家庭紙企業にとっても他産地と比べ不利な条件に

なっている。

また従来この地区の製紙エ業の立地要因の１つといわれる用水の豊富さについても井戸水の無制限

なくみ上げにより、地下水位の低下と塩水化現象が生じ、工業用水道への切り換えを余儀なくさせた。

このように富士市の製紙工業の立地上の優位性は失われつつある。

第２には大企業との市場面での競合の問題がある。富士市の製紙業は大企業の手がけない製品、た

とえば家庭紙のちり紙や、段ボール原紙の内装ライナーなどの再生紙の生産に特色があり、またこの

ことが全国的産地に発展した原因にもなっている。しかし今日においては家庭紙において大企業との

競合が生じている。すなわち大手企業の家庭紙工業への参入は、昭和８０年代末のティッシュペーパ

ー生産開始により、これと競合する京花紙の市場を奪う形ではじまった。１９８１年におけるティッシ

ュペーパーの生産量は221,603ｔで、京花紙の34,453ｔを大きく上回っているが、このうち大手企業

の比率は６０％に達している。

この傾向は富士市の家庭紙工業の主要製品であるトイレットペーパーについても同様である。大手
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企業の生産量の比率は１７％とティッシュペーパーに比べれば低いが、こうした大手企業の川下展開

により中小企業の比率は年々減少し、したがって富士市の全国的なシニアーも低下している。これは

ちり紙と異なりトイレットペーパーやティッシュが大手企業に有利な量産・量販商品のためである。

こうした大手企業の中小企業分野への進出は、過当競争、生産過剰の原因の１つでもあり、富士市の

家庭紙工業にとって大きな問題になっている。

第８には産地組合の加入率の低さがある。現在家庭紙メーカーを統括する団体としては中小企業団

体法に基づく静岡県家庭紙工業組合が組織されており、この団体が調整規程カルテルを実施したが、

富士市内でこの組合に加盟している企業は３９社にすぎず、約４０％の企業がアウトサイダーになっ

ている。これは産地内における企業の新陳代謝がはげしいことにもよるが、このことが今日まで構造

改善が何度も計画され、失敗に終った背景にある。こうした点は昭和４０年代に構造改善を行い、産

地の体質を強化したといわれる愛媛県とは対照的である。

こうした問題のある富士市の家庭紙工業について欄造改善の必要性が県あるいは業界で強調されて

いる。しかし富士市の場合は第７表で示すように、抄紙機１～２台の零細規模の企業が全体の７５％

を占めておｂ、設備廃棄による栂造改善は企業の存立にもかかわってくる。またこうした中小企業の

みを対象とした構造改善は、大手企業のシェアを高め、富士地区の場合は産地の衰退に結びつく可能

性もある。一方産構法の適用は、家庭紙業界全体での体質強化にはなっても、大手企業主体の業界再

編成は避けられず、富士市においては多くの中小企業が倒産・廃業することが予想される。

すでに近年、大手企業で四国を地盤とする大王製紙が倒産もしくは廃業した家庭紙工場を買収する

形で富士地区に進出し、いくつかの中小企業が同社の系列に入るといった産構法を先取りする動きが

みられる。このように地元資本の中小企業を主体に形成された富士市の家庭紙工業はきびしい状況に

置かれている。
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｢低成長」と内陸新産都市地域の水資源問題について
－上水道事業の分析を中心に－

吉田隆彦（信州大学）

１９８２年４月１日、175.3億円の総工費とのべ１０カ年とを費した、長野県企業局の奈良井ダム

（第２図参照）が完成し、松本・塩尻の両市に上水道用水の給水が開始された。両市に対する給水可

能な上水は計８．６万ｔ／日である。この上水は奈良井ダムが建設されるまでのいきさつから「松塩用

水」と呼ばれている。現在、両市は松塩用水をあわせて40,500℃／日だけ受水している（松本市

32,250ｔ・塩尻市8,250ｔ）。消化量は当初計画の半分以下である。少ない消化量の代償として、両

市は現在、ｔあだｂ５３．９円（８４年から５８．２円に改訂される）を県企業局に支払っている。

松本市は１９８２年３月までは、必要とする上水のすべてを自己水源でまかなってきた。年間給水総

量2,700万ｔ（日量にしておよそ７．４万ｔ）の９５％までが地下水である。しかも８４年現在自己水源

で11.6万ｔ／日までまかなう力をもっている。しかしここに、県企業局から松塩水を受水することに
なったのである。

県と締結した協定（受水協定）によれば、８２年から８５年までは32,250ｔ／日、８６年から８９年

までは58,500ｔ／日、１９９０年以降は最終的に64,500ｔ／日をひきとらなければならない。両市にと

っては（高い水を飲まなければならない市民にとっては）相当な重荷を背負ったことになる。余分な

水量をひきとれないとすれば高額の受水単価ぞのまなければならないのである。第１図には松本市周

辺の市町村の料金体系を示した。松塩用水受水開始以降の松本市の水道料金の高騰ぶりが際立ってい
る。

松塩用水は第２図に示したルートを経由して松本市にやって来る。このルートは、自然流下によっ

て給水できる区域を最大限にできるよう工夫されている（第２図の等高線参照）。松本市の市街地は

地形的制約のない南部の扇状地斜面の上に拡大を続けてきた。また町村合併に伴なって、それまでは

独立して取水。絵配水の行なわれていた笹賀・今井・芳川・村井などの１日村部の水道が市の上水道の

単一システムの下に統合されてきた。そして旧村部の水源の標高が、拡大した新市街地よりも低いた

め、給水費用がかさむ地区が生じてきていたのである。こうした点からみるならば、最高地点を注意

深くつないで作られ、自然流下方式で給水ができる松塩用水が有効に活用できるものであることはそ

れなりに理解はできる。こうして松本市は松塩用水受水開始以降、余った水を処理するために、市の

水源であった井戸のいくつかは稼動率を下げるか予備水源に切りかえられてきた（第２図参照。予備
とは事実上の休止である）。

－１１－



壕’

ここでどうしても見逃せないのは、地下水の利用そのものがコスト高につくのかどうかという点で
ある。地下水の利用と市街地の拡大がいわばマッチしていなかったが故に次第に自己水源の利用がコ
スト高につくようになってきたことこそが肝心である。しかるに土地利用の進展に対して上水道事業
は、松本市に限ったことではないが、まったくの受身でしかなかった。水道当局がイニシアをとって
土地利用計画を呈示するなどは、試みさえもなされたことがない。これを、水利用の有効な方法の開
発と、水源そのものの開発の乗離と、報告者はとらえたい。

さて、かかる「余剰水」の処理に苦慮するようになった原因は、県企業局や松本・塩尻両市によれ
ば「人口増加が当初の予想を大きく下まわったため」である、とされる。内陸部では唯一の新産都市
の指定を受け、精密機械工業から現在は情報機器産業の一角を占めようとしている。低経済成長下で
は最も大きな期待を寄せられている先端産業の一翼を担う工業をもつ地域が、なぜに、かかる「余剰
水」をかかえることになったのであろうか。工業が工業であるだけに県から市町村までのすべての自
治体は「総力をあげて」工業立地条件の整備と取り組んできたのである。

もしも、自治体ではなくて、民間企業が共同出資した会社が飲料水供給事業を営んでいたならば、
かかる余剰の水は生じなかったのではあるまいか。

最近、先端産業であまりにも名高いシリコンーバレーの地域の水資源開発を対象にｍＣＨＡ－
ＲＤＡ・ＷＡＬＫＥＲらが注目すべき研究を発表した｡彼等によると、シリコンーパレーでも水の有効か
つ効率的な利用方法の開発と水資源そのものの開発とはまったく別々にすすめられてきている。その
ことが、いろいろなツケを将来に累積する結果をかの地において生んでいるようである。

松本・塩尻両市の上水道は前者が１９２３年、後者が１９２９年からそれぞれ給水を開始した｡将来と
も各種水源を開発しても給水能力は両市あわせて146,000ｔ／日と見込まれる。１９８５年を目標にし
た給水人口を277,000人とすれば、これに水洗便所など生活様式の変化を加味して１日給水量は
207,500ｔとなり、両市の自己水源が146,000ｔであることからして、８．６万ｔ／日の上水を給水で
きるダムが必要である、という試算そのものは誤りではない。担当職員も職務に忠実に計算をしてい

る。しかしここには、いかにして水を効率よく使用するかという方法の「開発」と、水そのものの開
発との乗離が存在する。
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いつぽう、低成長下で上水道の水消費が伸び悩んでいる反面、松本市の地下水の利用はすこぶる活

発である。「低成長」の主役を担っている工業が地下水利用においては、実に高度成長の主役を担っ
ている。

本報告は経済地理学会に対する報告なので経済活動をいったん土地の上にひきもどして考察する方
法がゆるされている、と考える。「過密」のデメリットが喧しく説かれながら岡谷や諏訪では上水道
の料金が格安である事情、経済活動が不活発だから地下水利用も不活発であるということにはならな
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ぃ実情もふくめ、内陸では唯一の新産都市地域における水利用をめぐる問題の粗描を試み、論点の整

理を行ないたい。

文献

ＲｉｃｈａｒｄＡ･Ｗａﾕｋｅｒ，ＭａｔｔｈｅｗＪ．Ｗユユユユａｍｓ（１９８２）：Ｗａもｅｒ２ｒｏｍ

ｐｏｗｅｒ：ＷａｔｅｒｓｕｐｐユｙａｎｄｒｅｇｉｏｎａユｇｒｏｗｔｎｉｎｔｎｅＳａｎｔａＯユａｒａ

ＶａユユｅｙＥｃｏｎｏｍｉｃＧｅｏｇｒａｐｈｙ，ｖｏ１．５８妬２

拙稿（１９８３）：福井県大野市における地下水問題信州大学教養部紀要第１７号人文科学編
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熊本県における地場企業の質的転換

山ロ守人（熊本大学）

はじめに戦後の日本経済の高い成長率は、輸出貿易の大半を占めるエ業製品の産出する製造業に

よって主として支えられてきたといっても過言ではない。しかも、この成長か持続されてきた大きな

要因の－つには旺盛な技術革新と活発な投資があった。これを含めた「戦後日本経済の成長と工業」

との関連についての詳述な分析は、「戦後の工業統計表（産業編）－第３巻：解説編一）」にあるの

で、ここでは、行論にあだｂ、最小限必要なものだけを寸描することにする。

経済成長は、投資の主体が新技術・新製品の企業化に向けられ、さらに投資が投資を呼び込む状況

のもとで展開した。すなわち、繊維・食料品などが主導的なエ業であった昭和２０年代前半にあって

も、鉄鋼・化学（肥料）工業における技術革新は注目すべきものがあり、同年代後半においては単に

これら両エ業の伸長だけでなく、一般機械・輸送用機械（造船）の成長とも結びついた。昭和３０年

代前半の電気機械（家庭電器）・化学（石油）、同年代後半から昭和４０年代前半にかけて装置工業

に大きな市場を提供した電気機械・輸送用機械（自動車）・一般機械（農業用機械）などの主導的な

工業への成長は、いずれも新技術の企業化によって推し進められたものである。また、当然のことな

がら、技術革新は新製品の造出にだけ向けられたのではなく、資源・エネルギーの制約からの解放

（新素材）や、モノおよびヒトの数や移動を最小限にとどめ、多様な欲求に応じられる多品種少量生

産システム（ＦＭＳ）の開発などにも向けられている。したがって、新製品の企業化ならびにその革

新が小康状態になった昭和４０年代後半においては、国際情勢の急激な変化（ニクソンショック．オ

イルショック）が契機となって、省力化（自動生産システム）や省エネルギ化などをめざす技術革新

が重用され始め、産業構造は転換を余儀なくされている。すなわち労働コスト上昇の中で、原材料や

エネルギーの原単位の高い鉄鋼・非鉄金属（アルミ）・化学（石油）など、素材を提供する装置工業

は、構造不況業種化し、これまでの主導的な工業としての地位を退き始めている。これに対し、原材

料やエネルギーの原単位の低い加工組立工業（金属製品・各種の機械工業ほか）は、製造工程システ

ムの改良・革新などによって、低成長ながらも伸長を保っている。

工場立地の側面からみれば、昭和３０年代前半までは、少種大量生産が工業活動の基軸になってお

り、したがって、消費市場が大きく労働力。関連産業・情報などの確保が容易で、しかもインフラス

トラクチャが相対的に整っている三大工業地帯に、工場の集中がみられた。やがて生じた過密現象は

種々の不利益をもたらしたほか、企業戦略としてのエ場の分散立地（地方の消費市場の掌握）、さら

に労働力需給の逼迫などが、エ場の地方分散を促し始めた（三大工業地帯の中心部から周辺部、さら
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に隣接地域への外延的な分散）。しかし、広域的な分散化現象が確認されるのは、昭和４０年代後半

までまたなければならない。この時期に至り、地方における高速道路・通信網の拡充が整い、既に整

備されていた工場用地が漸くその効用を発揮できるようになったこと、また規模の集積を求める装置

工業が過密化の進行する地域では、工場用地の確保の困難さ、エネルギー・工場用水の大量供給の難

しさなどから、もはや工場の新・増設が行えなくなってきたこと、さらに規模の集積が資本の地方分

散によって生じる不利益を克服するまでになったこと、軽工業・加工組立エ業では賃金の上昇傾向が

強まってきたために、地域的な賃金格差の存在が、労働力の確保同様、魅力のあるものとなってきた

こと、などが工場の広域的な分散化促進要因であると考えられる。とわいえ、昭和５０年代前半から

散見する加工組立工業の広域的な分散化現象は必ずしも地域的な賃金格差の存在だけで説明できない

ものがある。

本報告では、上述の軌跡との絡みから、熊本県下の工業をとらえ、昭和４０年代後半から生起して

いる地場企業の質的転換の過程を明示し、シンポジウムの話題提供者としての使命を果たしたい。

熊本県下のエ業伝統的な食料品（醸造）、明治初頭からの繊維（製糸）の分散立地する熊本県下

に、窯業（セメント）・パルプ（製紙）・化学（肥料）などの大規模工場が定着したのが、明治４０

年代前半で、戦前までの電力指向のエ場群（電極・人絹・肥料・アルコール）の立地は、これら先達

の企業の定着を素地に培われたものである。終戦直後には軍需工場の跡地に繊維（紡綱・製網）など

のエ場の進出がみられ、昭和２５年およびそれ以降の工業活動は表１に示したような状況である。ま

ず、工業活動全体で熊本県を把えた場合、その活動実態を示す３指標は、昭和５６年の事業所数を除

けば、いずれの年次においても、対前年次の数値を遥かに凌駕しているが、対全国比においては、事

業所数では昭和２５年以降、一貫して漸減・停滞傾向に、従業者数゜付加価値額では、昭和４５年ま

では漸減・停滞傾向に、それ以降、漸増傾向に転じている。このことは、技術革新によって、１事業

所当たり、１従業者当たｂの付加価値額が向上しながらも、事業所（工場）の立地状況に地域的な差

異、あるいは地域的な破行性の存在していることを示している。つまり、昭和４５年を境に、それま

で三大工業地帯あるいはその周辺部に集中的であった工場立地が地方に分散するようになり、熊本県

もその盛り皿の一つとして企業に認知されるようになったといえる。しかし、当然のことながら、盛

ｂ皿としての認識は、すべての業種の企業が同じ時期に、同じ程度に保持するに至ったものではない。

分析の始点にした昭和２５年についてみれば、熊本県の工業構成は、当時の日本エ業における軽工業

の地位以上に軽工業に偏しながらも、装置工業においては逆に全国平均をかなり凌ぎ、装置工業１事

業所当たりの従業者数.付加価値額もともに全国平均の１．６～１．７倍であった（１従業者当たりの付

加価値額の対全国比は0.94であるが、軽エ業の0.79、加工組立工業の０．７４に比べれば特筆すべき値

である）。この傾向は昭和３０年においても認められるが、これは、戦前の電力指向立地の工場がな
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お立地的・技術的優位性を保持しえたからである。しかし、昭和３５年から同４５年までのいわゆる

高度経済成長時代には、熊本県の装置工業の立地的・技術的優位性は全く損われただけでなく、全国

的には既に昭和３０年において装置工業の付加価値額全体に近い値まで急伸した加工組立工業は熊本

県下では破行的展開をみている（との破行性は軽工業にも認められる）。たとえば、全国的には事業

所数.従業者数において昭和８０年代後半にピークに達した繊維工業が、地域的な賃金格差の存在を

活用するために、昭和４０年代後半に競って進出したり、同様に昭和４０年代前半にピークに達した

各種の機械工業が、低廉な用地や豊かな労働力を求めて、昭和４０年代後半から昭和５０年代前半に

かけて、かなｂの数の工場を立地させている。いずれの場合も、労働力流出県である熊本県にとって

は、地元に雇用機会を殖させ、人口流出を防ぐものとして、県ならびに市町村も用地の斡旋あるいは

提供だけでなく、租税特別措置を講じて、その受け入れに奔走している。結果は、繊維工業の一部に

不況の煽りで倒産したものや、撤退したものが認められるが、昭和５０年には熊本県の工業構成に占

める加工組立工業の割合は、ようやく昭和３０年の日本工業のものとほぼ同じ段階に達している。ま

た、昭和３５年以降、軽工業では漸減、装置工業では急減を続けてきたために、熊本県の工業の１従

業者当たｂの付加価値額の対全国比は、昭和４５年には、0.60まで低下したが、上記のような加工組

立工業の伸長によって、その長期低落傾向に歯止めがかかったとともに、それ以降は漸増に転じてい

る（加工組立エ業だけをみると、昭和２５年以降、常に漸増傾向にあｂ、昭和５６年の同額の対全国

比は、０．８２となっている）。これらの加工組立工業がどのような分布形態をとっているかについては

その図を割愛するが、表２からも窺い知れるように、熊本県の加工組立工業を主導している従業員規
劃‘

それぞ模890Ｆ人以上の工場は、 5ｓ目子四二斗ZPIE等当日白し

れに個有の下請・関連企業の関係圏をつくりあげている。しかも、その関係圏は中核となる工場の立

地経緯の異なりによって大きな違いをみせている。たとえば、新産都市計画の名のもとに推し進めら

れた「有明臨海工業地域」に立地をみた日立造船有明工場（長州町、昭和４８年７月１部操業）の場

合には、その外注工程を可能な限り熊本県下の地場関連企業に依存し、その育成を図ることも受け入

れ側の狙いの一つでもあったためか、誘致によるいわゆる場内下請・関連企業の局地的集積は小さく、

逆に関係圏の拡がりは全県的なものとなっている（表２ならびに表８－Ａ参照）。これに対し、農村

地域工業導入地区指定を契機に進出をみた本田技研熊本製作所（大津町、昭和５１年１月１部操業）

の場合には、表３－Ｂに示したように中核となる工場がその下請・関連企業を自ら創設あるいは誘致

し、空間的に狭小な関係圏を造成している。このように新興の工業地区の関係圏には際立った対照が

認められるが、既成のエ業地区の関係圏についても空間的には同様な性格がみられる。すなわち、明

治４０年代前半以降、日本窒素肥料の企業城下町として成長してきた水俣市の場合には、中核となる

企業の生産・流通ならびに消費、さらに同工場の保安に至るまでの業務の１部が協力の名のもとで下

請．関連企業に委ねられ、表８－０－１に掲げられたような多様な企業の局地的集積をみ、さらに企
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業自体の経営的安定を図るために、自らが表Ｂ－Ｏ－Ｈに掲げたような関連企業を創設あるいは誘致

し、その関係圏を狭小ながらも、多角化したものにさせている。これに対し、都市機能の充実、さら

に都市人口の増大などが多様な工業の立地を導いてきた熊本市の場合には、高地代を避けての、生産

の場夕である工場の郊外・周辺部への移転、労賃の地域間較差（労働力の析出状態の違いも含む）の

活用を意図した分業。協業体制の導入などが、下請・関連企業の関係圏を広大なものにさせている。

具体的にはこの状況は、昭和４０年代半ばに進出の著しかった電気機械工業（昭和４２年の三菱電機

第一、昭和４３年の九州松下電器、さらに昭和４５年の三菱電機第二・九州日本電気ほか）に盛んに

みられるが、この背後には地場企業の成長がある。また、成長した地場企業（南星、平田機工）自体

もさきにみた状況を体現しつつある。

地場企業の焦燥上述してきたように、熊本県における加工組立工業には、まずエｏ素材の生産が

県下において本格化する昭和４０年代半ばに、その素材加工を一部担うかたちで発生をみたものと、

新産都市および農村地域工業導入地区の指定にあたって、主導的な役割を果たした輸送用機械の下請

・関連企業との絡みで発展をみたものとがある。両者は、第二次石油ショック以降、再び重視され始

めた省エネルギー・省資源・完全自動化などを求める風潮に照応し、よｂ高い付加価値化を追求する

ようになｂ、表４にみられるような技術革新や新製品の開発を盛んに行っている。それは、加工組立

工業に限っていえば、まさしくエレクトロニクス革命である。コンベアーメーカーが自社技術のシス

テム化に成功し、一躍、産業用ロボット〆－カーとなｂ、従業員の４分の１近くが研究。設計者であ

る地場企業も出現している。しかし、熊本県では、地元における雇用機会の増大をもくろんできたが、

エレクトロニックス化は、その期待を著しく抑制させたものにしている。また、雇用される側もこれ

ら先端産業化した地場企業に雇われることを敬遠する傾向が生じ始めており、地場企業だけでなく、

進出企業にも不安を与えている。とはいえ、先端企業と地域経済との絡みについては、不確定な部分

が多く、ここに－つの結論を導くことは、なお困難である。

おわりに報告者は、以上述べた四つの表を基軸に、熊本県における先端産業とよばれている企

業を、地場企業と進出企業とに分けながら、その有り様を詳細に描き出すことに努めたい。

〔実行委員会の註〕スペースの都合で表を印刷できなかったことをお断りします。発表当日、報告者

から資料が配布される予定です。

－１７－



先端技術工業
一立地、国際摩擦、および地域開発一

西岡久雄（青山学院大学）

技術革新が今後、長期にわたって経済社会の発展に重要な影響を及ぼすだろうということについて

は、共通の認識が見られる。しかし短・中期的には、先端技術工業が、（１）先進国で現在不況また

は衰退状態にある従来までの主導産業に代って十分な波及効果、とりわけ雇用効果を発揮してくれる

か、また、②低開発地域や失業または不況地域に進出して、それら地域の開発や再建に寄与してく

れるか、さらには、（３）開発途上国に革新技術を移転（ｔｒａｎｓｒｅｒ）して経済発展を促進しうるか、

等については、なお多くの疑問が抱かれているように見える。Ｒ＆Ｄを含んだものとしての先端技術

工業の国内問題地域または発展途上国への進出可能性については、とｂわけそうである。

(1)と(2)については､比較的､ＯｍＯＤ欧州は悲観的で､日本は楽観的であるように見える?また(3)
については、一般に発展途上国は悲観的であるようだが、アジアＮ工ＯＳ（もはや発展途上国とはい

い難いものもあろうが、その点は別として）等は概して強気である。

もちろん日本内部でも、楽観派と悲観派がある。前者はマイクロエレクトロニクスを中心とする技

術革新の進行、高速交通機関の普及（および憶報ネットワークの整備）が、先端技術工業の地方進出

を容易または可能にしているとし、九州のシリコンアイランド化をその証左とする。他方後者は、同

工業は（とりわけそのＲ＆Ｄ部分は）大都市圏指向的で、かりに地方に進出しても、その省資源性・

省力性等により、波及効果は乏しいと見ろ。

しかし､両者は統合できないわけではない，というのは､先端技術工業であってもなくても､エ業

（または企業）活動には、より都市化経済（または伝達）指向的な部分と、より労働費指向的なそれ

とがあるからであり？また､両者は(異なる視点からではあるが)ともに地場の中小企業に着目して

いるからである。テクノポリス構想が導入先行型と内発先行型とを考えているゆえんでもある。

同様に、日本とヨーロッパ両見解のギャップも埋めうる。だが、実際には埋め難いとすれば、何故

か。これには「日本的経営」をはじめ、さまざまな理由が指摘されよう。ここでは、短期・長期両平

均費用曲線とⅡ.Ｍ・Ｈｏｏｖｅｒ（１９８７）のマージン・ラインを用いて考察する。

図１は両費用曲線の説明図である。図２で、たとえばＡあるいは少なくともＢが、ヨーロッパ企業

による予想だとすれば、０が日本企業によるそれであろう。あるいは、両者とも図２の０または図１

の囮を予想するとしても、種々の理由によって、ヨーロッパはＳ，に留まり、日本は先んじてＢ２に

進もうとするだろう。
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図８はマージン・ラインの説明用である。図４はＡ、Ｂ両企業が対時する場合の両マージン・ライ

ンである。ヨーロッパ企業は図４の(d図または最悪でも(｡図、それぞれのＢであることを望み、Ｃ)図

のような場合は（独占禁止問題を別とすれば）、０点での協調的な拡張停止を期待しよう。一方日本

企業は、Ｕａ)または(UのＡであることを望み、１５０の場合には、０点を越えて前進しようとするだろう。

｡の場合、０点を越えたＡは、越えなかったＢを市場から駆遂するだろう。

だがＡ、Ｂとも｡の場合、０点を越えるつもりであるとすれば、先発立地が市場を先制する（Ｈ－

ｏｏＴｅｒのｍｏｍｅｎｔｕｍｏ丑ｅａｒﾕｙｓｔａｒｔ）だろう。これには、集積利益（ａｇｇﾕｏｍｅｒ－

ａｔｉｖｅａｄｖａｎｔａｇｅｓｏｒｅｏｏｎｏｍｉｅｓ）も加担しうる。図５は、Ｐ．Ｓ，ｍｏｒｅｎｃｅ

（１９４８）のＯｏｎｔｉｎｇｅｎｃｙＯｈａｒｔを模式的に示している。たとえば１．５は、１．１に比し、規

模経済を享受している。しかし小規模なものは、地域的集中経済により、ｕ・１やⅢ・１に進みうる。

大規模なものは、地域的集中による経済を得るとしても、Ｒ・５に進む程度かもしれない。大都市圏

では都市化経済が作用するが、これが地域的集中経済に加わると見れば、小規模はたとえばⅢ.１，

Ｗ・１，Ｖ・１に進み、大規模はⅢ.５，Ｗ・５，Ｖ・５へと進む（図６は、集積利益を費用水準の低下と

いう局面で漠式的に示している)？ともあれ､「先発立地→市場先制→集積増進→集積利益→マージ
ン・ライン低下」という好循環が生じうる。

しかし技術革新が迅速で製品または製法サイクルが短期の場合、先発立地の意義は費用面でよりも

収入面で一層重要であることが多いであろう?図7は時間経過に伴なう収入｡費用間の差の縮小を示
している。生産工程の時間短縮のみならず、その前後あるいは生産（狭義）相互間の時間の短縮も重

要化する。空輸が用いられる理由はさまざまであるが、主要な１つはここにある。

江沢譲爾教授は集積の限界の主たる理由を市場に求めたが、今日の貿易摩擦は、いわば人為的・国

際社会的制約である。しかし日本は、外圧を善用して自己変身を遂げる伝統を忘却すべきではない。日

本的経営の〆リットは、海外企業にとっても顧慮に値しよう。しかしそのデメリット（特に①特定集

団への没入的帰属と、その集団外への冷淡性、②正当な個人性・創造性の抑圧）は日本自身で克服せ

ねばなるまい。そうすることで摩擦は緩和され、しかも新たな創造が産出されよう。

最低所得゜最適地域説（工.ＨＯＣｎ，１９７２)すら見られる今日、地域開発のレーゾンデートルを反

省することが肝要である。なんのために、なにを目指して地域開発を行なうのか。窮極的には楽しい

国内。国際社会をつくりあげることであろう。具体的な考え方として、中心地体系（強度の垂直的関

係）から超中心地体系（水平的・横断的・斜交的諸関係をも含む）への進化をあげうる。これはもち

ろん、上述の日本的経営の短所の克服と関連がある。この前進を通じて、定住構想のありうべき問題

点(閉鎖社会化)を避けることもできよう｡小型航空の推銚､この観点からしても､試みる価値が
ある。

もとよｂ、これらの改革は、技術革新あるいは先端技術産業と関連付けつつ進められるべきである
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時潮社、１９６７

Ｎｉｓｈｉｏｋａ，ＨａｎｄＬｅｗｉｓ，Ｊ・Ａ.,、ＡＴｈｅｏｒｅｔｉｏａユＢａｃｋｇｒｏｕｎｄｔｏ

ｍ－ｏｒｅｎｏｅＦｓＯｏｎｔｉｎｇｅｎｃｙＯｈａｒｔ：Ａｍｅｒｉｃａｎ日ｃｏｎｏｍｉｓｔ、１４の２，

１９７０

５）「地方空港と地域経済」、榊原・川島編「航空と空港」関西空港調査会、１９８８

「小型航空のすすめ」、「航空と文化」２８６、日本航空協会、１９８４年１月

６）「企業の立地決定の考察」、日本立地センター編「テクノポリス産業配置基本調査（テクノポ

リスにおける先端技術産業等の経済分析に関する調査）」１９８８の「付論」所収。
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低成長期における大都市の工業戦略と問題点
－大阪を中心に－

成田孝三（大阪市立大学）

Ｉこのシンポジウムの「テーマ設定の趣旨」で例示された４つの課題のすべてに大都市の多くは何

らかの意味で関連をもっている。大阪の場合についてみれば、基礎資材型業種や造船業が卓越した

臨海工業地区の沈滞は深刻で、市内最大の従業者減少を示し、多数の空地さえもが出現している

（課題１）。同時に従業員３０人以下の工場やその従業者のみが増加するという形で工業の零細化

が進行し、また工場の消滅率は全国水準のほぼ２倍という高率である（課題２）。このような状況

下で大阪も他の地域同様に先端技術エ業の立地に活路を見出そうとしてテクノポートを構想し（課

題３）、あるいは既存工業の知識集約化や知識集約的工業の育成を目指している（課題４）。しか

しそのようなリーディングセクター振興の戦略が必ずしも成功するとはかぎらず、またそれが成功

したとしても工業の後退がもたらすすべての問題が解消されるわけではない。それにこれまで、大

都市工業のあり方はエ業内部の問題として論じられることが多かったけれども、いうまでもなくそ

れは国民経済や世界経済の中に組み込まれた大都市機能全般とのかかわりによって規定されるもの

である。見通しの困難な低成長期において、大都市の工業戦略を構築することは容易でなく、報告

者にそれを論ずる力はないが、戦略を立てるに際して留意すべき若干の問題点を指摘したい。素材

は報告者の勤務地であり、現在経済振興構想がまとめられつつある大阪に求める。

Ｈ大都市の構造変化を主要な研究課題としてきた報告者は、常にわが国と英米との比較研究を心が

けてきた。都市化先行国の事例は、後進国の将来を展望する際に参考となるからである。経済的に

は欧米をしのぐ発展をとげたわが国にとって、いまや「モデルなき時代」といわれるけれども、先

行する失敗事例もまた、よりよき戦略の構築にひ益するところ大である。

低成長期の経済がもたらす特徴は多岐にわたるが、大都市の機能を左右するいくつかを挙げてみ

ると以下のとおりである。明らかに英米の大都市はそれらによってわが国の大都市以上に深刻な影

響を豪っておｂ、工業面での対応も戦略論から実践の段階に入っている。特徴の１つは、既存技術

による製品の国内市場は成熟段階に達しているので、新しい需要を喚起するための新技術開発が企

業の最重点目標となっていることである。新技術の開発拠点についての立地論が不備なため、大都

市にとっての影響を速断することはできないが、英米の事例では必ずしも既存の大都市にとって有

利な情況ではない。第２に、高成長期に生れた巨大な多国籍企業は、利潤率の低下を防ぐために．

－２２－
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ストの削減を求めて資本の国際移動を頻繁に行うことから、国も大都市も産業をコントロールする

力を弱め、企業の交渉力が優位に立っている。第３に、とくに英米の場合には日本や新興工業国と

の競争によって、一般工業製品の輸出力を弱めたばかりか大量の製品輸入に追い込まれ、国内工業

が圧迫されている。第４に、高成長期の少品種大量生産に適合した大工場は、明らかに大都市を離

れ郊外や都市圏外への立地を指向しているが、軽薄短小で多品種少量の生産を特徴とする成熟・低

成長下の工場の立地については、未だ大都市との関係が明確ではない。第５に、一方のプラスが他

方のマイナスとなるゼロサム社会的性格が強まったため、地域間、階層間の競争は激しくなってい

る。第６に、財政ひっ迫によって中央政府の財政支出は減少し、大都市を含む地方への援助は削減

されるが、代ｂに政府は民間資本の活用を唱導する。以上のような諸状況が合体した時、大都市の

選択の余地はせばまり、多分に譲歩し過大なインセンティブを与えても、工業の導入を図ろうとす

る。

もちろん大都市があえて工業を求めず、管理機能や第８次産業を振興しそれに依存する戦略も想

定できよう。しかし現実にはニューヨークでもロンドンでも、依然として工業の振興を重要視して

いる。ニューヨークにおいては、「多様性を特徴としてきた市の資質を守り、不況にも強いバラン

スのとれた経済を維持するために、あるいは、急激な職場の変動によるブルーカラーワーカーの不

適合をなるべく少くし緩やかにホワイトカラーへの転換を図るためにも必要である。それはまた、

世界都市（中枢管理都市）としての発展にともなう危険な分極化を回避し、住民のすべてに機会を

与え、生活条件を向上させることに有効である」と考えられていることをすでに紹介した（季刊経

済研究、４巻３号）。ロンドンでも同様の見解がある。ｏＴｈｅＳｔｒｕｃｔｕｒｅｏｆ回ｍｐユｏｙ－

ｍｅｎｔｉｎＧｒｅａｔｅｒＬｏｎｄｏｎ，１９６１－８１。(ＧＬＯＲｅｓｅａｒｃｈＭｅｍｏｒａｎｄｕｍ

５０１，１９７７）は、６１年以来の成長サービス部門の従業者増加では工業従業者の大幅な減少をカ

バーしきれずに、ロンドンの総従業者は絶対的にも相対的にも低下するにいたったこと、しかも、

そのような変化の中で、１９７１年までは他の地域よりも大きかったロンドンの産業構成上の多様性

は以後減少していることを明示した。その上でロンドン当局が対応すべき長期的な雇用問題として、

居住労働力の職場への不適合と失業（いわゆるミスマッチ）、将来の労働力がオフィスワークに依

存することの不安定性、衰退する工業雇用の回復、「その他の職業グループ」が作業職や事務職に

依存する程度とそれに伴なう不安定性の４つを指摘した。要するにロンドンがオフィスワークの都

市に特化することの危険性を説き、工業機能回復の必要性をうったえているのである。ちなみに総

従業者中に占める工業従業者の比率は１９７５年でニューヨークが１６％（１９８１年は14％に低下）

ロンドンが２２％となっている。

ⅢところでＮｏｒｍａｎＪ.Ｇユユｃｋｍａｎは当報告の課題によく対応している樮題の論文。ＥＩｎｅｒ－
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ｇ１ｎｇｕｒｂａｎｐｏユユｏｉｅｓｉｎａｓユｏｗ－ｇｒｏｗｔｈ〃(工ｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａユＪｏｕｒｎ－

ａ１ｏｒＵｒｂｏｍａｎｄＲｅｇｉｏｎａユＲｅｓｅａｒＧｌｌ,Ｄｅｃｅｍｂｅｒ，１９８１）において、低成長

経済下における米国保守政府の都市政策を展望した。それはカーター大統領のレポート、Ｎａｔｉ－

ｏｎａユＵｒｂａｎＰｏユｉｅｙ．（１９７８)から、大統領の８０年代委員会のレポート､Ｕｒｂａｎ

Ａｍｅｒｉｏａ〃（１９８０）を経て、レーガン政府の政策として結実したもので、連邦政府支出の削減、

連邦税の引下げ、連邦諸規制の緩和、それらに合致する通貨政策の４つが特徴であるという。つま

りそれは自由市場における企業活動を重視したいわゆる供給サイドの政策であり、高所得者と企業

に有利で貧困者と労働者に不利なクラスバイアスと、郊外やサンベルト等の成長地域に有利で中心

都市やフローズンベルトに不利な地域バイアスを内包していると、Ｎ、』.Ｇユユekmanはみなして

いる。もちろん有利な側が保守政権の支持基盤であると彼はいう。

政府が現在立法化をすすめている企業ゾーン（Ｅｎｔｅｒｐｒユｓｅｚｏｎｅ)はそのような保守政府

の都市政策を具体化するものである。衰退した地域の中に８年間で７５のゾーンを指定し、ゾーン

内では、連邦、州、地方各レベルの税の軽減、同じレベルでの規制の緩和、ローカルサービスの改

善（政府独占の民間への開放を含む）等を行うことによって、生産的な自由市場の環境を作り出し、

企業の立地を促進しようとする。モデルシティ・プログラムのような古いアプローチが大きな政府

補助と中央計画に依存しているのに対して、この新しいアプローチは人びとが自由に報酬や利益を

生み出せるように「政府」の障害を取り除き、そこから生れる民間部門の活力によって、都市の衰

退に対処するものであるという。

順序は前後するけれども、この企業ゾーンのアイディアが1977年に初めて提唱された英国では

サッチャー保守党政府が１９８０年にそれを採用し、企業ゾーンはすでに機能している。英米のゾー

ンの内容にはいくつもの相違点があるけれども、「税負担の軽減と法的規制の緩和ないしは適用の

スピードアップを通じて、商工業活動の振興を図る」（英国環境省）というゾーンの基本的な性格

づけに関しては両者に差異はない。つまり低成長経済下における両国保守政府の都市産業政策は一

致をみる。いうまでもなく労働党が強力な英国では産業への国家介入の伝統があり、その点で米国

とは事情が異なると考えられるが、企業ゾーンの政治的側面を追究しているＪ・Ａｎｄｅｒｓｏｎ，

、Ｇｅｏｇｒａｐｈｙａｓｉｄｅｏユｏｇｙａｎｄｔｎｅｐｏユユｔｉｃｓｏｒｃｒｉｓｉｓ：ｔｈｅｍｎ－

ｔｅｒｐｒｉｓｅＺｏｎｅｓｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔｏ（ｉｎ工ｎｓｔ・ｏｆＢｒｉｔｉｓｈＧｅｏｇｒａｐｈｅｒｓ

ＳｐｅＧｉａユＰｕｂユ.，ｎｏ、１５，１９８８）は次の点を指摘している。１９６０年代に英国産業の相対

的な衰退が明らかになった時点で労働党政府は国家の投資と計画への介入をイデオロギー的にも現

実的にも極度に弱め、その後の危機の深まりの中で、７０年代後半のウィルソン、キャラハン政府

は混合経済からの離脱を一層強めた。それに対して党内のラディカルは、ベンイズムとして知られ

る「国家資本主義」的戦略をかかげて対抗し、党の左右への分極化が強まったが、やがて右派の一

－２４－
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であるＰｅｔｅｒＨａユユがその中に含まれるのは当然だというのである。なお、現在指定されてい

るゾーンの過半数と指定もれになった申請団体の多数は労働党が支配する都市である事実は、さき

にのべた低成長下における選択の余地のせばまりを反映するものである。

７
－
‐
」
｜
ウ
ロ
ニ
９
，
ｑ
ｐ
ｑ
ｑ
▲
｜
Ｌ
Ⅱ
‐
４
．
０
．
８
列
４
Ｆ
←
グ
ー
◇
ｊ
△
Ｆ
Ｏ
Ｃ
・
‐
ロ
・
‐
屯
ｒ
‐
，
。
■
・
］
６

‐
ｌ
ｉ
’
‐
級
’
１
０
●
Ⅱ
旧
汽
▼
Ⅱ
駅
０
１
句
０
Ⅵ
、
！
』
が
ハ
ロ
一
別

Ｗ企業ゾーンの提案者や推進者は、ゾーンの主要な受益者は小企業であり、現在の雇用創出の主役

も小企業であるから、衰退地区の中に設定されたゾーンは小企業を生み雇用を増し地区の衰退に歯

止めをかけると説明する。しかし企業ゾーンの真のねらいは小企業の育成や疲弊した地区の活性化

にあるよりも、大企業の国際競争力の維持や危機の時代における資本家のシニアーの維持にあると

の批判がある。詳細については拙論「エンタプライズゾーンの性格と問題点」（季刊経済研究、６

巻８号）を参照されたいが、その要点は次のとおｂである。ゾーンに与えられるインセンティブの

中核は税の大幅な軽減であるけれども、それは小企業が生まれ成功して納税するに足るだけの利益

をあげるまでは、斯業にとって大きな意味をもたず、既成の大企業のブランチを最も利することと

なる。しかも資本関係の税に対する削減が雇用関係のそれよりも大きいから、資本集約的な業種の

立地を促すこととなり雇用効果は意外に乏しい。インセンティブのいま１つの柱は規制の緩和であ

るけれども、それは大都市内部に第３世界の輸出特別地区の条件一低賃金、組合不在、貧弱な労働

環境一を持ち込むことであり、旧い搾取工場（Ｓｗｅａｔｓｈｏｐ）を復活させることに外ならない。

そして第３世界の特別区の運命がそうであるように、他によｂ好条件の生産拠点が見つかれば大企

業のブランチは容赦なくそちらに移転するから、ゾーンの沈滞は必然となる。

企業ゾーンの発案者とされる英国の地理学者ＰｅｔｅｒＨａユユは、このような批判の一部には同

意し、ある部分には反論する。Ｈａユユは、英国の大都市が直面している深刻な危機を次のように認

識した。従来そのもっとも重要な経済的待徴をなした革新的な企業家精神が減退して、老化のプロ

セスのみが生きつづけ、企業が閉鎖したり大規模化して市外に流出していくにもかかわらず、その

穴を埋めるべき新しい小企業を起そうとする者が現われない。加えて、変化しつつある労働力の世

界的分割によって、英国経済は新興工業国から空前の挑戦を受けており、その影響は弱体なインナ

ーシティにおいて特に顕著である。老化したエ業国の唯一の望ましい対応は、衰退産業を支えるの

ではなく、高度技能と高度技術の産業に向っての絶えざる革新であるけれども、その際大量の構造

的失業者が発生する。公的政策の主目標はこのグループに職を与えることでなければならない。企

業ゾーンはそれをなそうとするものである。一般に産業革新に果す小企業の役割は低下しているけ

れども、資本集約性の低い分野ではまだその余地はある。それは低い技術水準から出発し、次第に

洗練されて技術革新を果すコースであり、香港やシンガポールの例はそれが可能なことを示してい

る。企業ゾーンが求めるべきはまさにこのタイプの革新的小企業である。その発展は漸進的である
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から、需要側が労働力により高い技術水準を要求するようになると供給側の水準も向上して行き、

これまで大都市で問題となった労働力需給のミスマッチを回避することができる。ところが英国で

採用され、米国で提案されているインセンティブはこのような企業の振興に役立つものではなく、

税の軽減は特に不適切である。ゾーンの小企業が－種の搾取エ場の性格をもつことは否定し難いが、

真の論点は搾取工場のレベルから上述のコースをたどってより高次な企業に発展しうるかいなかで

ある。バーミンガムの工場はかってそれをなしとげ、シンガポールは現在それをなしつつある。成

功の保証はないがその処方蔓をくり返してみる意味はある。東アジアの成功例は特殊な条件に支え

られたものという見方もあるが、先進工業国の都市の真中にも、世界の中心であり各種の基盤施設

が備わりノウハウが集積しているといった利点があるから、成功の可能性を否定することはできな

い。またどのような仕組みの企業ゾーンであれ、資本主義経済のもとでは資本の側により大きな利

益をもたらすことは否定し得ないが、企業ゾーンは最終的にはこれまで職がなくそれによって職を

得る人びとをうるおすことになる。現在は完全なゼロサム社会ではなく、経済発展によってまだだ

れもがいく分かの利益を得ることができる。これがＰ､Ｈａユユの立脚点なのである。

Ｖ低成長経済と国際的な追い上げによって特に工業の激しい衰退を招き、深刻な雇用問題に直面し

ている英米の大都市は、経済振興の戦略として第３次産業や中枢管理部門に機能を純化させる方向

をとらず、小工業の再生とその高度化をも追求していること、その理由は産業構造の変革に伴なっ

て生ずる失業者を吸収することと、機能の単純化にともなう経済の不安定性を回避する点にあるこ

と、企業ゾーンを含む保守党政府の供給サイドの都市政策は一見そのような大都市の戦略をサポー

トするようではあるが、実際には大きな問題を含んでいること等が明らかとなった。

報告者の課題は、都市化と低成長化において先行するこのような英米の状況を見すえながら、わ

が国の大都市とくに大阪での工業戦略をたてる場合に、どのような問題に留意すべきかを示すこと

である。しかしこのレジュメを執筆している現在はまだ、その概要を記す段階に至っていないので、

大都市の工業をとりまく情況を列挙するにとどまる。

。日本や大阪の成長率は英米やその大都市の成長率に比べるとまだまだ高めであるけれども、政府

は支出の抑制、民間活力の強調、都市開発に関連する規制の緩和など、低成長下の英米の保守政

府の対応に似かよった政策をとりつつある。

。わが国の場合、中進国や途上国の追い上げに加えて、先進諸国との貿易摩擦のために現地隼産を

強いられるから、資本の国際移動は今後一層活発化しそうである。

ｏ大都市抑制策の先進国である英国では、すでにエＤＣやＤＯＰを廃止し、ニュータウンを見直すな

ど、政策の転換を行ったが、わが国の場合にはまだ政策の基調は大都市抑制にある。

。しかも「３全総」、「エ業再配置計画」、「８０年代通商産業政策ビジョン」の例にみられるよ

－２６－



うに、大都市における工場立地の抑制がとくに強調されておｂ、それは大都市機能の純化論に裏

うちされているようである。

。しかし直接地域の住民や企業と接触しその経済的安定に責任をもつ大都市自治体は、工業機能の

保持と振興を産業戦略の重要な柱としており、国に対していわゆる工場三法の緩和を要求してい

る。

。そして大都市自身は、工業の保持と振興の方策を確立するための調査を精力的に行ない、大阪府・

市においても提言や勧告を盛り込んだ多くの調査報告が作成されている。最初にのべたテクノポ

ートや知識集約化の方向もその中に含まれている。

｡報告当日は、報告者自身の若干の分析を交えつつそれらの調査報告の内容を吟味し、なお残され

た問題点を明らかにしてみたい。

－２７－

１



／

／
「紙パルプ不況と富士市製紙業」塩川亮（静岡大曽

1984.5.26経済地理学会

ｒｍｒ１可９，４蝋ヱブL

承縫透く邑
丁<`_？,.､りつﾁﾈﾙｷ二つユト便（拝耀一
房教…輌汀(でい’息７．7．)、息や阿乙膿２１可』沙L
團輝淋力参/迄

喪／皿慶周別パルプ生鹿、（1,000トン)！

静岡大学）

糧Ｚｉｉｊ産局別洋HＬ（左）uji紙（右）生産園（1,000トン）

ＴｎＬｌ'に

聯川P几７．，

:>';!もし

川

）

;鳥｜’慨

細ｌq与り※東京の他は凹叩甲悟辿（除細田）
ン下位下へ腰の

統旬鳶篭'『…；･目わ卵
箭ISY:皇のｒ了《や鴬ｲﾆｷが５…`'ｺ
ｲ:と（菱良今蝿曄２～

※IⅡ京の他はl1il〕lW1借越（腿M1ImI）
一｡

ご－＝弟瞠ｓｏ､霧づ乎・、＞子

表３富士市の産業別就業者数（国勢調査従業地）

讃４面±市における難孤別製造品出同額.従業者放の変化
出荷函（厄円） 従筑者汝（人）

第２ 第３次
19701980 19801970

(V6）
016.3

168

６．３

7.9

13.2

(V6）
｣0.7

11.」

」.0

10.1

19.4

ｊ
０
５
４
１
６

グ
ロ
。
□
。
⑤
Ｄ

Ｕ
Ｊ
３
８
８
ｇ
６

ｌ
Ｉ

ｌ

(ｿ6）
34.１

８．７

7,9

10.0

18.7

●
◆
●
●
◆
●
●
Ｃ
Ｃ
Ｄ
●
■
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
０
Ｑ
●
■
□
●
●
■

〈
叩
叩
》
【
『
】
０
－
昭
▽
【
】
》
Ｐ
『
】

一
ｍ
〃
』
丘
叩
）
（
ｈ
）
』
白
■
ｑ
ｌ
ｎ
Ｎ
）

ｌ
ｎ
Ｒ
】
戸
〃
■
【
ｈ
Ｕ
ｌ
ｍ
】
ロ
、
〕
》

●
ｂ
▽
■
●

【
｝
尺
〕
、
虹
》
、
。
）
の
□
』
》
【
、
】

■
■
■
●4,907i
L376l
４８６１

１０２１８１

２３３９１

０
０
０
：
Ｉ
Ｃ
Ｏ
・
’
０
０
：
０
０
０
０
０
０
０
：
。

□
Ⅱ
ワ
ョ
勺
１
勺
ｌ
〔
Ｄ

ｄ
１
（
Ｊ
戸
ロ
ロ
ゴ
●
Ｉ

『
Ｉ
、
）
〔
、
■
】
〔
ｂ

●
Ｏ
Ｇ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
。
。
！
■
ご
▲
ｑ
ｎ
Ｕ

Ｏ
１

…
…
…
ｉ
’
１
１
１
．
’

↓
０
７
６
６

河
田
四
四
旧

ｌ

●パルプ・妖

化学

一般股械

電気1MＭ嵐

騰送機械

1ナ１３．７４３ilOOpll2､O55ilOOOl4…il0ODl46J8lilOOO

公
》

Ｉ
や

(エ糞疏計による）

表８従業者数別製品別家庭紙工場数（1981年）

表５品種別紙パルプエ場数（1981年）

公電

￣

1９７３ 1９８０ 1９７３ 1９８０

０
９
６
２
５
４
７
１
９
８

●
●
■
■
■
．
■
●
●
■
●

０
２
０
７
５
９
３
６
８
５

０
２
１
１

－

６
９
１
７
１
０
５
９
９
６

０
０
２
５
３
９
８
３
８
０

５
４
１
１
６
９
３
６
９
６

●
０
０
０

０

０
２
１
１

１

０
６
４
－
０
８
０
７
４
０

０
□
■
□
。
■
■
ｐ
■
印

０
－
５
０
５
９
５
２
５
５

０
１
１
１
Ｉ

０
０
６
６
６
２
６
２
８

５
０
１
５
３
６
６
－
１

７
９
４
５
９
１
１
１
４

０
０
■
０

１
１
１
１

７８０

０
５
４
９
０
０
４
４
５
０

●
■
●
■
●
□
■
□
●
●

０
９
５
０
３
０
５
３
５
６

０
１
２
－
１

１
５
１
７
９
８
３

５
１
－
１
５
７
６

５
１
４
５
７
７
－

０
６
■
９

７
１
１
１

０５２

５－４

３７４

第１次 第２次 第３次 計

1９７５

1９８０

ｆ
１

ｎ
ｖ
⑨
。
一
月
強
ｎ
Ｕ

１
人
・
一
月
誰
●

？
Ｅ
ｕ
■
←
、
冠

（
侭
Ｕ

Ｅ
Ｊ

5７，００１

54.0

5８，４１７

5２．２

42,46：

4０．２

4８，１４１

4３．０

1０５，５７０

100.0

112,000

1００．０

品種別 工場数

パルプ

洋紙

家庭紙

板紙

９
７
８
５

２
６
３

４
４
０
２

●
●
●
●

６
９
９
５

１
４
２

計 139 100.0

１９７３ １９００

０
８
６
４
３
０
１
０
０
８

□
■
■
■
■
■
●
●
●
ｃ

０
６
０
５
９
９
３
０
５
１

－
１

０
２
１

８
９
９
４
１
４
８
３
８
２

８
－
２
２
１
８
０
８
６
６

７
６
３
５
９
８
３
９
４
７

０
０
Ｉ

Ｄ

９
２
－

１

１－２９ 30-49 5０－９９ 1００－１９９ 200- 計

トイレット

ペーノゼー

７

1７．９

1５

3８．５

1２

3０．８

４

1０．３

１

2.6

3９

1００．０

ちり紙 ５

1８．５

９

3３．３

1０

３７．０

３

1１．１

2７

100.0

ティッシュ １

10.0

６

6０．０

１

1０．０

２

2０．０

1０

100.0

京花紙 ２

6６．７

Ｉ

3３．３

３

100.0

その他 ８

3４．８

５

2１．７

７

３０．．

３

1３．０

2３

100.0

Iil. ２１

2０．６

3７

3６．３

3０

2９．４

1３

1２．７

1

1．０

102

100.0



２

－－－薊_溌漣YLhlI堀:LL田ifj;こ§量Ｌ国土布’9噸）－－
､八Ｊ八二Ｕ沼

YHL67DIm/h3i,、ｌ／9｡”

PFU ２`７７１ｋＺ

万７１/、，坐Ｏ〈

？ ソＩ二℃

ワヨ７ＪｈＩｊｑ

sＤＩ７ｆ９９

ｒ
ｈ」

e９１／,3ｍ；１５〃-81Ｃ(１９`OOOllld6hHｺﾞｰ1２１６

ｴ業iit計に提

》
○
△
□
○

欝
○
△
□
○

焼
却
○
△
□
○

麩
ｗ
○
△
□
Ｏ

卜
勾
。
。
□
。

／

ベ
ノ

／
、

（“丁(
'ﾌﾟ

ﾉ
ﾉｺﾞ

ﾊﾟ(ノ〈,へ''１－Ｊ
￣

。

ヘ
ン

ン
ー
ベ －万

腰 岡 '

’

'’、

ｏ爆座銑
〆 〆

〆

ノ '

ノ 、

、

〆（１） 総
統
芹
瀬

△
□

'し
＠

君
、

菱i〔室ごｒ=二 のiiU延織漁織

●iiL庭紙.芹紙

▲芹繩液jio(，

■家島*し洋紙jhQii(，

。｛Ｐ'レフ゜

のﾊﾟﾙﾌﾟ，洋紙

●パ1ﾚ７９升綻淋i#U(，

丙
ｌ
Ｊ
Ｊ

ｌ－鶚↑艤川》

｡

β西ら ■

Ｉ

③
腎腎主

⑬

〈（
、

ふじ
１

ミ

１
１

、

二鵯’’

'二>《 ／

（１

１

N

富士)'１
Ｏ／２ｋｍ
I_■UnR

図】富士市における紙パルプ工掲の分布

’1＜〈狐育９ｹ!/>さか，二へ』人と句ゲバ毎Ｌｚｨ9列‘たの…,勺,，
､！］L鰯ＭＦＩ麹諺'１列7JJ`,聡－１痙沐〃`し

￣

『
の

艶而鱗准叫３蝋

ＩＩＡＸ,|道 ）識k極 汁アブＫ そ(､他 EWibK 計 霧iii:$i〔 麗熟鱒の
ﾉﾄﾞﾙﾌﾟ･紙

澱
化学－－

二F1k蟻慰

露i鶏
その'Hi21

計

j1a3/／

』2,虹

1040剛

9/３

ﾀﾞｳﾞ`７

9,2/『

/,202

19ｍ⑤

Ｗ,690

3,313

万ﾖﾘ面

功/ｈ３ｐｏ

坊

殉坊６

/I/幻

ｲＷＦ

`O/『

6厘０

8ﾉﾉ,810

/'Ｑｸク

19,000

㈹ﾙｨﾘlｉｌ

/a

』B3`男４

偽ノ

蛾7ｍ

－１．４９２§［
殖５５３ミ

ﾉﾀ9ﾘ(,雑

_JhqL22

棹6Ｗ７

２．/‘

／９３だ

、９％

9,277

216W121

/0０

ﾉ２

/０

２５

/９

１１

伜

222

＿/Ji74?L＿

-－４

＿jl21lZqQ-

7８

s平５

li”７

２/／

公



「
３

／ ｗしγ〈’

'｢ノ
ｌ己ノ

イ／へダダ1,-Ｊ
ノ邑夕

＝

〆

’
'、

〆

〆 ′

ノ 〆

ノ 、

、

、

Ｉ
Ｉ

０
Ｊ
、
Ｉ
Ｊ
Ｉ

輪
曇，甑 ’

湖

ググ」

－－１
』

」

O

ｒ
Ｄ
－

弁

〃

恥
駒（

；’
肋

４

ｍ
、

ノ
ム
ヅ
ー
Ａ
ｌ
ヘ
ノ

１

１Ｉ
□

、'
、＿’

１
０

ｌ

ｌ
ｌ

ｌ

田ヲ、升輪廻

）

〕

（

Ｉ

／ ２ｋｍ０

▲

岳閼排水路路Ｍ１図図２
●■▼▲｜■勺

／

ｌ
Ｉ
ｌ
ｊ
Ｊ，｣…１

コ’”

XIi／と'へ'

〆

’

''、

’、
〆

〆

’ノ 、

、

、

１
－

ｒ
Ｉ

Ｉ
Ｊ
．
、
．
’
．
〃
ｊ
Ｉ

ノ

戸･〆
１
－

ｌｉｌｉ
１

，１

プ

。ｒ夕一
一
Ｊ

〆
．

イ
ー
Ｄ
Ｊ

〉
１
－
グ
ム
ー

～
・
～

:≧i毒ir2:r齢謹瀞
●ヒ

レ済
二一

●
夕

ジ
グ

'｡
､
、 Ｌ

（
戸

◎ｏ弓 ｡

、､、
Ｉ

Ⅱ

１

｡
●

Ⅱ

１ ●●ロ '

、’
、＿

Ｉ
Ｊ
Ｉ

●●

●●～１．１、

Ｉ
,l50mLA藷（弗愚）

,ISOmLA扉(家,§）

－課月

ｏｌ５０ｍ

ｏＩＳＯｍ

●●

●●1

１

１ ０２ノｃｎ
Ｌ，〈,‘

一議月

図３宮士市における地下水の塩水化８



■□---＝-‐ニラ

脳iirwZ1溺茅ﾖﾉﾛ峨雛群Ｉ／川炮ら
化雌」と内健斬之称予地蔵ルト責繩'零にﾗＭｒ－上ｲ＜:血）
/Ｍ１ｌｆ，「'ご'三」 苫剛`暑霧（Ｉ:州大ノ

界
第ダ表攪縞時'話工伽にＭＭ》l芽`IrjWiIMi,ｉｗｌ７誌

の転入、1＄'二つ，’て

■

Ｉ’て

￣－－－－■－－

ヘッダ1Jｻﾞ

-F２lifl葱のP帷Ｔ̄
■

６

’
ｴﾒｿ入ケーしていの三池喪の工素Ｍ>折

Ｊ砿ハエ案の鮒|鋤'賑＃1立
Ｚ

ワ
ー
戸
ｊ
一
群
１

。
。

》
術

正獅子鋤ｐ腿γ章②瀝鋤壷盾l仙恥

⑦地元の人'=焔勅誌．

こ'i=琴''二IJE三雲i'二殆狗'Ｗ妻’二二二
（貢愉町宥z脅洲ｊｗ繩｡,噸永に川

茅『'ヨミ雌だＩ､鋤舩入夢9ノョ榊咽原j凸關"櫛
(l7FDWl郡鯰脇'五)

■

当f
Ig平均（川）

雌、耐）
￣

lMlII(（肘）

4７
5】 ５２
￣

－２６.鋤

的

興
塑
鋤

５１
－－－￣

-28.20
----

-29.29

5５ 5６
(-22.17） －浬２０

-10.90－ＩＬＯ９
-１２７０ －【8.28

－３１Ｗ(￣配田）
－８０．６１ －８３．５７ －３２．９４

(何）

Ⅱ,獅尺側
伊"二;,蝕榔
IT3j--冷椚｡、

（７詞,,、潟翻か！

餌乾Ｐ｢傘]廷“や、７０

■

￣

050Ｆ

800円

駒円一

水１ＩＴＩ

脚円

あたりのfPm内瞬

・幽円

戸司

lLll
４

１３４円
一

}Ｉ

142円

Pb■

191円
I斑円

}Ｉ

その１６

助力ｐ

ＯｐｕＲ

人件負

戊臣価翰庇

n厘戒OL氏

１本ロ

支払￥1且

、IDI

0.ｉＤｌ

FlDl

1:110Ｊ

￣

･-.'0

IDI

Ｅ

１

ｌＪＤＩ

LIU！

pOnI

|鍔，
藍MOI

■■■■■■■■

GⅡ0１

川
一
州
一
川

'8101

ﾛ･'１

FlII

>jZF ､５５６５７５８５９６０



鞠
－◆－● 萱

§
《

」

L￣9 、

、
｡

､凸’合閂－－党｡：

1Ｊ
～

I､、

｛「←（ｊ》

℃

←（ 帯
｜
｜
巴
か
や
》
・
←
ご
畠
Ⅲ
茂
蔵
＆
声
声
型
薄
ら
一
重
》
ご
一
葬
窯
》
達
蕊

〈
｝
昌
一
》
』
」
）

》聟璽吾時、》量鉱守・壁べ準》・射竜や一・》斉雲》一
一
二
』
應
一
ｗ
二
二
》
・
攝
詞
今
》
誇
薙
ご
笥
一
・
ヨ
ャ
ご
「

怜弓一・二謁蒔、二重一一》・」ざ）棗》・伶一）一二酎一

い
〕

｛
←

｛『
ペ
。

○
一

、
句

『
」

宮
飛

竜
「

『
』

》
雷

『
｝

）『
一戸や

』
ざ

亀
』

鷺
一
息

吟
飛

巧
而ｈ 篦

～

－

－當

｝
』
『

-

－

－

一
→

》へ（

●一一

》
一
一
】

さ
）
Ｎ
鋼
歓
吾
瞬
」
蕊

母

（
勺

､、
●

、ザ

、
。
。
ヘ

や
し

口
」

奄
亡

、
旬

マ

ウー

勺
色

」
や

匂
い

『
。

、
、
亀
脾

■



」
、
’

己。＆へ。『△←「』』

￣

⑭９

－アーーミァ．

－
－

：ご
ｕ‘一宇や｡-￣－－Ｃ

シヒ

」
U‐￣

Iｕ

」一へ「》
．（

へ
凸

←
「

一
心

の
’
二

ｓ
｝

、」も．
、
『
ｒ

Ｔ
－

罰 里
へ

」 一】
ベ
＆
ｗ

ｌ
事
恋
諒
〈
・
一
戦

（
、

（

！

一
。
轌
甘
『
、
。
￥
ト

Ｘｊｊ１Ｘｌ１ｌｘ１Ｉｌｙ１１１し得雪慧二Ｗ ’
】-ウ
ャー

京二

二『ご一》。。

〕Ⅲ

一己・容二》『己（→｛「

￣

ｐニ
ー。＝

-̄

－

～

･

輻6÷
￣角＄＝。

，､
＝￣｡～

｝
聿
蜑
彗

一
（

い
『

（
『

』
『

ｓ
ｏ

ご一
『
ｕ

『
山

口
会

〉
「

『
牢

、
『

「
グ

マ
グ

『

グ
■夕へ

》
僧
一
国
窪
や
更
壱
・
一
Ⅲ
博
司
ｓ
動
国
一
馬
電
蟹
八
一
認
》

式
､

、

、、
、１

〃

グ

ゲ

ク

ー

、

、

聲
一
雫
欝
藁
藁

『『

弓
~￣－－●＝－－｡■■－－－◆￣●－F－｡-=■

一
一

一
一

一
一
一
一

一
一

一
一

一一一Ｆ｜
『
可
『
｝

一一

、

--●－－－０－－－－－￣可一一GI｣

電
腎

欽
騨
普
く

Iの
彗廸

』



TDHi蕊ll11ll－－－－－－－－－－－－￣－－－－－－－－－－

』》←一一
（ト

ー

ニニテ
･･⑪￣

１－Ｊ

－

１＜Ｙ

一
電

○℃
■Ｌ■

、｡ミ ベ
ニ

<＞

竜
。

1Ｊｑ
｝

／、

、／

皀
況

Ｇ
⑤

［
再
一
鐘
一
一
一

◎
轡

①
侭

真

『←

、△
●

且￣

／ｂ
『

ご
ｏ
■ 、

へ■

》】「

！

’

、
』

些～po毒》善（・声

討
舂
毎
戸

lご》=百
壱

i恩
一▽----.-と三一一一一一

･

肘、－－－←．～上電
－－－書，ヅーーーーー誉道，ミミ

へ

￣⑥

ｑ－

，７
百ｓ｣７

句目

目、

、

￣

孑
々

弾
胆
一
理

~ﾐ、

（
。

ヘミミ

』
『

勺Ｌ
、

』
罰 、

、

少

ク

、、、、、、、】

〆

グ

電
已 夕

〆

（
３
）

ご
｝

凸

勺
辿

、

）
』
寺
下

Ｌ

Ｌ

＝I
発覚

－蚤L

Hiz2（
￣＋

器3．

七一

､

￣「

iＩ

云
舍

、
轌
夛
二
一

、

、

、
グ

、
ゲ

少
穴

～

Nﾐ生

1爵（
索、

、

、11:§～

Ｊ
Ｉ

上「’て貢一．」〆〉

1コ

ひ
ﾀﾞｰｰ



ｇ
直
感
←
←
』
・

凸
州
辨
砕

》穴ヘー
ユ
０
－
０
０
０
０
帖

ごね一

（
か

Ｊ
い
か

言ＴＴＩ。

〈毒一一ｓ一一一》一一今」》一・戸｝》己『罹二）

［這譜三思婆製一一窒一蒼一｜へ一叩二一誤←」》｛←颪一阿壼

已
＆
こ
こ
→
。

偲
膵
胆
胆
に
腫
鐸
識
鰯
蝋
纈

、

、 Ｊ‐｝
や

毛
呂
ミ
マ

ヘ
〈
ｍ

』

lliii
毛
ご←ｂｑＳ－…＋一
宮

､､－０・トーー十．、
Ｓ
こげ
￣

￣
｡－勺一

Ｎ

●
一
じ
Ｃ
Ｆ
Ｐ
。
■
よ
む
Ｉ

Ｄ
字
Ｐ
０
。
⑪
－
▲
Ｌ
・
内

、
’

・
羽
閏

鍵
Ｉ-0IIJId

９
『Ｆ
「



Ｉ

（
零

割
」
、

》
知
悉
－
０

丁
・
’
１
０

へ
Ｅ
ｌ

》
、 ）、。．
、

、

鬘
壜
割一品や缶

い
則

甦
巴
判
二
二
｝
剖
・
・
ろ
『
と
凶
對
瀧
澤
》

Ｎ
一
一
》

毎
痙
、

存←一一一一Ｃ

’
’
１
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
６
首
葛

全
急
旦
２
雷￣

J：
乳

、、
、

の

１
０
０
６

←
｛
弾
》

一一』》

く

ｪ６．－０.←ご山寺
Ｓ
○＄

ｎＮ
苫へいいも凸ユ向Ｎ
Ｃ
Ｃ

》
２

武

一

○
．
’

bＬ

￣一○－－■■q－－－●－－－－=_~｡⑤I｡■￣⑤

－－－刃･

~，､1－

巾←■



昏
粍
＆
凸
争
卦

ハ
ペ

》
０
１
．
５
卜
》
・
‐
つ
・
叩
凹
？
悦
ｃ
ｙ
ｕ
Ｌ
一
・

・
■
Ｔ
沙
昨
△
・
■
「
Ｄ
町
ｂ
Ｐ
■
■

｛
・
←
。
。
’
》
。
○

（
『
一
ざ
『
『
」
含
へ
》
一
窪》
一
＄
一
Ｎ
ご
川
ｘ

守寺一念「ロ」竜一》一
○
Ｉ

時
勺
ｒ

（
←
脳
、
く
》
割
募
・
》
羅
冒
・
》
壹
辱

管黛企窪》》わ－鼬「』」・宥呰一二一》集迄》・一面→》・】←筈）
註
』
鷺
一
一
ｓ
》
潟
匡
云
匡
一
隼
「
一
》
一
重
二
一
Ｅ
口
忌
ブ
『
濟
哲
）

、

△

》
、

〒宣堰か一一種「【
二
鱒

一
」
鳶
ぺ
江
一
生

←
』
】
【
脾
朴
●
｜
‐
望
○
○
一

、

●

｛ｌ‐。 。
』

へ』



矢屯》一窪一一震ご『ロ』

幸
一
寺
・
い
ご
Ⅲ
私

《
ト
（
（
・
【
ご
仙
尺
． Ｋ
こ
こ
こ
■

■
へ
ら

〒一
一
転
属
←
の 莞
承Ｍ

一
コ
【
一
一
壺
陰
引
邑
『
（
利
一
贄
纐
鴎
や

nｏ

､４

危
●

←
』
争
至
』
寺
、
。
。
「

ｒ
ｌ
ｆ
Ｉ
ト
Ⅱ
Ｉ
Ｆ
ｌ
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｉ
ト
ー
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

やＩ

菅
轡
癩
。

◆存一二一号。 」
く
Ｑ
宅
よ
』
か
④
』

←

③
や
》

轌
雷

一

｢冑１

:ｊｉＫ

Ｎ

》。

く己｡.－Ｇ－－４ハーへ-
＆０

二一毛oどき＝－－■
｡

￣￣色Ｇ～￣ロ－寸一ｂぺ゜ 。←“６－やい
￣ 芯

●

ｔ

已〆

萱Ｉ
．■－１



一
旬』●

ｍＦ

ひ
」。
『
○
ざ

戸＜

ミ
葦

Ｓｃ･－≠－０へゴーへＮ
ｑ

ｓｒ
－

●へ■いやＬｓゴーｎＮ
８，

ミ

。
ご
き
ぺ

缶
企
画
一
鴬
←

一
一
・
一
｝
一

戸
砦
】
言
彗
】

苫
筥
時

午
←
ご
』
針

←岸へ堺匡へ

←
ト
ペ
ー
ー

一

,四：
ﾛｩ

ﾖﾕ弓
一

一哩一・一一一一］

三
二
屋
室

一二一一》一・鑓

ざ一・一四

】
鈴
←
『
一
一
ｓ
》
》
□

百・一串一言舂尽一因一〔 E←

。
。
。

Ｃ
一
○

。
。

『
や
｝
い
一
望
し
一
一
如
舎
輕
起
Ｈ
｝

一一一・｛）判・一碧・一・三》一一』
ｏ
ｒ

ＤＰ△

Iliiiii歴慕r〒７－
～

く
一
己
ざ

ｇ二一一一一一一一一一一一．

:牢｡．←､。い１ベベ
ー



黙ｊ
ｖＪ’

茅６１２１ :!と'７，'；

■
■
Ｏ
Ｂ ｢蝋エギルヒ」'二伽i'三川-値';ﾙﾉﾎﾟＪＩＭ･ijj､;1１

少〃し“UQpL,“PFI?p仇 ZDpp② ３０，９ ’“OＬ ;”

"’１１ P,雛１１;

脇Ｌ／的7マ

イ：諺，，
ｆｊｔ
・区’７
上へ

ＩＦイア５０

鼻；｡
－戸

ＨＪＬ

｡⑭

坐Ｉ!’…
何

矛自ｋ
野萄
,ｉｌＥ
９E

;１－キ
リ凪
疹

。↑

ﾉ9７７１

溺
泙
騨
幻
漣

麹

n鋤･；ﾘ(輔．『1汁 f`Mｂ

ＩＯＣＯｑ
ｌ＿ＩｎＬＯｌ

÷篝iiii1L-Ⅷ…
↑･】生息’fll

可”
強
〃
．
〃
馴
鹿
へ
七
一
仏
：
（
へ
一

９Ｊ

Ｅ
ｌ
－
．
》
了
，
；
４
．
嘩
十
－
．
可
且
Ｉ
；
…
：

椋
１
虻
区
（
稗
干
靹
０
．
修
屍
。
砂
・
：
・

朶
鋺
府
即
‐
・
而
与
…
〃
）
１
１
：

01

野１１Ｉ．j趣｣。躯時．】鰯 《ハイ巴

l匹陶kWj8b １５】）：，鯉色狗Iｊ
甲

iｌ５ｋＷｌＩＪＵ

で
■
ロ
■

７
Ｉ

：,
ｻﾞｰ

ﾄﾞi:宝
5-5字
ｂ、Ｐ'

－．it`１.

ｉｌｉ'ゲ
ユざ｡._
ｂ-3..エヰ
胃一ZI

￣b１－市-ﾛ

１４宙－．，．＋・rLdi

2､6.面ﾛュ

．
‐
ゲ
ロ
ｆ
の
。
》
Ｉ
０
ｒ
』
記
』

．
Ⅱ
ニ
ヨ
ー
》
‐
』
斗
已
’
十
｜
‐
‐
一
Ｆ

：
▲
・
用
禰
叫
，
塔

刊
’
十
・
‐
｝
訂
。
、
繋
訂

・
十
勺
，
■
０
４
｝
・
‐
と
■
●
二
・

一Ⅱ八」へ』鞠鰯（

▽

い



ｉ
H】I】

！
（
ぺ
ぺ
且
針
）

（
旦
造
へ
巳
窃
） １
１
田

ｉ
ｉ
ｉ
圓

ｉ
ｉ
ｉ
圓

！
ｉ
Ｉ
圀

骨
丹
、
、

●

（
０
句
一
ｐ
ｊ
ノ
亀
「
Ｑ
皿
）
斗
肘
心
鰹
煽
盃
騨
紐
囚

｜
ｏ
ｖ
ｂ
（
灯
）

Ｉ
風
ｄ
Ｕ
ｌ
「
’ 犀｜
韮

‐
１
１
Ｉ
「
Ｉ

Ⅸ
綿
土
□
＆
（
）

黙
〒
ご
旦
匹
（
）

ど
桶
辻
㈹
反
例

,j輯 Ⅲ愚

へ一一
』
ケ

ﾄモ

Ｐ
Ｐ
』
←

太

堅
く
几
（
の
Ｌ
〉

⑩
．
Ｕ
、
（
◎
ぺ
こ

弓
へ
、
〈
へ
、
）

い
、
や
（
○
し
）

吋
川
〃

可
．
術
（
⑬
）

、
・
の
（
⑬
》

（
１
）

し
．
わ
（
り
こ

剴
川
ｄ
リ

。
、
心

（
灯
）

、
盛
（
（
）

〉
の
〈
へ
、
）

の
侭
の
（
Ｏ
咄
）

叶
川
〃

〈
．
、
（
幼
）

し

の￣

ジヘ

レ
～グ

い
，
の
、
つ
⑩
）

へ
砥
、
（
囮
△

匁
凶

臘
協

陰

崎

瞳
膿 力

Jｈ

ヤ
ゴ
、
（
（
の
）

’
可
Ｕ
⑩
（
し
も
」

い
・
の
１
（
い
ｖ
）

囚・『、、（のｓ、）

厨
艸
吋
研

へ
勺

へ
吐
く
）

Ｊ
越
茄
（
、
ベ
〉

の
べ
（
、
砧
）

、
魂
珀
の
へ
の
⑨
）

片
ト
リ

写
．
、
、
（
○
句
』

へ
ｄ
句
（
○
ｍ
）

、
の
（
い
）

（
”
の
（
い
い
）

面
①
ｕ

０
吋
（
⑰
）

Ｇ
ｄ
、
（
し
こ

ト
イ
、
（
羽
、
）

、
皿
の
（
⑩
２

小
凶

鰯
協

屋
筐
４

階
躯 左

厨
ロＯ

何

酌
め 。、

(、

イ
価 当

`、

、
、
、

、
、
ぺ 腓

←
⑫

Ｊ
皿

灯
、

α
の

４
､０

m 莨

Ｕ
、
侭 ｡､

：

へ
、
剣

へ
可
へ

ベ
句
”

％

へ
幻 瀞 ⑩ 計 0０

刈
企 Ｒ 13

、
ヘ
･Ｙ

】Ｉ（

の
札

好
、

ス 剖 《、

へ
匂 村
、 ： 忠

）
の

〃
Ｏ
幻

Ⅱ JＹ

、
仰 、０ 判 判

へ
、

淵

い
め
、

（
崎

､｝ 周

吋
勿

の
、

｝
へ

へ
八
・ 、

へ
、

２ ､ＩＤ

、
（
》
へ

一
幻 § 、

｡～

の
、

、
ハ の Ｏ、 ､、

へ
ｍ
ｊ

承
、

Ｑ
皿 、 ｡｡

、

、?
、 軸 へ

淵
Ｏ
ＣＬ

句
札

、
》
几

可

、
＃ 薊 ス ｑ

幻
へ

《 ペ <、 ヘ
勺

幻
･ミソ

ヘ

、
`”

印
寸 Ｎ ３

０
句

、
（
、 劃

ペ
ペ
の ミ ｑ

へ
町

、
。
、

＄
い

ｃ
寸

⑭
、

二
、 幻

妬
切

、
Ｑ
、

凡
、

、
、
、 ミ

の
。
氏

幻
▽ ００

切
勺 ％

『
⑪ ペ

、
０
ｍ

｡、

叩
珀
凡

符
や
『

。
、
、

！

ト
ミ

〃
ｐ
Ｈ § 顎

如
切
、

へ
ｕ
、 ａ

舟
〉

Ｑ
へ

「
Ｕ
氏

琴

哩
呉 餌

竿

ニ
ヘ
升

Ｋ
且

□
戸
括

侍
⑪
声

厘
汽

娠
烏

筐
、←

鱈

仁
繼

仁

カ
ニ

へ
可
、

ｍ
い
、

へ
〈
、

幻
試
〉

崎
の
⑰

③
、
く

co
o、

、
勾
勺
殖

弓
ド
匂

町
０

の
可
６

、
の
妬

、
。
ｏ
、

○
ベ
⑭

！

上
マ
マ

へ
．
囚
、

、
ぺ
、

⑨
。
、
酢

亦
台 へ

０㎡

、
、
、

・午．、ミ

、
．
＃

，

の
〃
、

の
べ
、

嚇
サ
リ

（
句

＄
。
、
、

、－

｡

'、

可
祠
蜴

、
べ
、

ぜ
ぺ
、

印
可
、

弓

淵

仁
凶

鵜
徽

農
隆
昌

陸
侃
鑛 蛎



LLLp?

白

(電u''｡｡｡．M刺藁U）黙四６１－基（±し麺嶺）愛卦８１－筆

Z<1魁;１４虜丼｡）)&１J割f-
ｓこき

由鋼。智J蝋し喪。葉'１鄙蝋璽。鯛幽麹。蝋f蕊園E)蕊。蝋ョ・軍疸尹可ｓ二芦暉”で

。邑箪二６里１Ｕｂ’Ｂ１－婆。ｇに区EI瞳ロニユフフト電1自鑿i蝋[２４;LJLZEk豆曇鑿△凹巡

ゴー富5劃ｗゴミ望呈２１垣±E)コミミムニハと△'Ｆ〕Ｈにv､婁製止恩瓢聖ユ１１里=|率１２Ｊ二

回噂迦亘ｕ熱;霧l郛王Lu召目(アリ

＞

(％`前'判~ｺﾘﾖｩﾌ挫勲vI璽壁ｵﾌ慈ﾋﾋ誠△１－墓

.三Ⅶ≧丁ご旦重王ｖ萄主．()皿≧ＷＳ弓光‘ラニ獣q１１％･アニZiFHヨミ拮

塾（迩黙豆蝋．5凸Ｅｌ４Ｉ:劉曇』）重'二;Lア逃蝋!ｌｚｏ二I）｣L～。。％アアニ製[里尋電xここ.ユ

壕もﾄﾕｰ(し工今ｇＷヨニ|」とE烏．(i丑ユ「毅塾」臼璽驍三Ｌ１当些皇腫旦幾ｓ〈ｚＩｌユゴ重ｅ今
Ｑ４２.mlnIg電'４雲（２１）

i弄焉~匡匡

(％・jZL'±し【三m顎ノ 弓）一筆

⑧E、 ◎で アで -Sｖ ｇ＿ ナﾉ．

樫
で ' ？ 今 ノ

￣

‐〉 ｓｚＥ

'

診’ ●’ アノ 汐 7- とP

Eここ

と与巨

’ Ｃ デ与官

８ E、 ZＰ E、 デラミ

と ？ 今 ’ ざ ● 声与⑧

' ／ ／ ７７ZＰ

蓮ご字 亘A戸尹 重ｦ写 ＺｒＳｓ 宮つ写 宮寺Ｐ
舌畢
曇晶匹

こ’で ？（P' ア＞ぞ ７７ヶ 占弓ヶ /‘ ｣｣§

沙 ｅと￣ /-で／ ／さ ‘， ア’ 写とで

｡ ｓとぐ

′＞' 与る /⑥ ･’ ●で `〆 と干菅

で ？ ﾌﾞ｣,⑧

でざ ,' ヲ でＶ 与昌5ｓ

sＳ TSS ／ア ｅ ナ ○〆 戸与唇

ここ ＜ コゾ ７７で

七ｓ＝ 雪と苧 着７今 萱手写 雪ごLｓ 哲寺ア 蕊

与る夕 ｏｶヶア アゼヲ． ′７ 哲電

で，ヲ ＜▽● /`GＤ ●今 哲と身

で,汐 茨芭で ヲ.ｇ９． 一･■ず 古ﾗ亭

ご苧ア で沙グ ノンb， ｡＝ 宮亭,

ア.,zヶ で･辱' ‘ゼナ ど〆 宮｡四ヶ

３凶で 亘写で と過ア ﾉア 苫ｺナ

Ｓ1画 獣凰 弓Ｉ② 戦士↓ 巴ヱ

/`‘ＧＥ与 ，合 ･･－ノ ヲどアミｅＰ ＠わ●’ ．／･〆 鳰

'ごｓｚｃ －' ８毛 Ｅ乙宜‘ア ‘､今 ヲ 誹毒皿

死’ろ ' Ｃヅ Ey‘と Ｃで 淳 ｣土ヱ

つど二クゥ ア ５．７ ど`ろ．ｓ' 、唇 ミ 寒箪

ノアク.'苧 ど zＹＰ ﾆﾜとＳタン 6と ｅ 箪掌

プでで､E､’ Ｆ でＰ･ノグ 詔ノンこ ６Ｚ 守 碧獄葛

｣”’今Ｅ ‘ ′･ケ アマ宮 で宮 `￣′ ’' 邸Ｕ矢

５つつ゛，ア Ｓ’ でＰＯヲ ？石ごござ ６`て-’ ｅｌ 罰等

とTザとヲ で／ 亨写’ 写J-S・ざぢ 6,て弓' S､' 騨撃

c￣’とび' 写ぞ ミサフヶ ｅ'こ゛･占唾Ｐ ７．７Ｅ ご宮 灘璽

甦哩 醗士Ｉ

＝乙今

ＳＩ戯 ｜難画 =Ｉ③ |導士↓

童＆写

旦亘



１
１
ｌ

》
｛
｝
芯
執
計
こ
『
ト「

〉
云
趨
〉
諭
３
『
『

ざ
勢
蚕
一
・
塁
憲
已

郡
山
〉
ご
貫
希
一
重
『『〈

霊奎）（曽需こ《【、
い

（
牢
、
ご
）

０９６凸０●、６．０１－０ｆ００■ⅡⅡＰ｜■９－１ｈ日■■■■■Ⅱ■■■｜Ｐ

国
信
一
〕
其
一
・

、
空
割
ず
六
》

｜
弟
一
家
情
』
＆
岩

》
Ｎ
〉
〆
執
昂

塾〉六ｓ譲字

ﾐ癖一
〉
汀
葦
語

一
→
介
包（

万
「

一
『
←
。〈←
『

－
ご
『
一

グ

ョ評｝ず一・

）葺一》・華一一二一②司当一Ｍ．訴〆率融一ふぐ〈・

郭一「首や仏．．〒｛，障一）〕・一一・「〉｜〈へ酎詞宇吟規・

一一一Ｉ昔マレ〆『（｛『ご｛》】一八へ一》】一Ｊ。（串「伊
蒄ごグ・一、》宗）》・卍記号二〉〆一、荒壼｝一職嘉も六ｓ
『
ン
一
二
一
》
一
一
Ｋ
一
‐
今
一
で
Ⅲ
部
（
》
鋪
論
守
二
心
憲
二
・

坐菅一一・一（一Ｖ傘一国へ》、示変顎一一一一，ぐず鷲宮
一
認
率
ミ
急
・

聿
誉
一
ｓ
～
ご
鄙
蕊
億
九
・
一

量
ｓ
量
ご
勵
一
、
罰
ミ
ミ
霞

琴
一
撃
二
§
弐
一
ｓ
“
）
ご
計
』
｜
へ
戴

●
』
●

・二《』勢・｛宵一合特一陣「》一一一・碑．Ｃ『」］Ｈ｛酢一科
什
》
一
八
串
夢
員
亟
聿
、
一
洲
・
郭
一
弓
》
』
ず
。
・

信
奉
一
二
、
で
「
へ
い
｝
、
（
一
「
一
一
へ
こ
科
、
）
・

》一Ａ・践葬一←一Ｊ｜ハ働碧．〈》トー顎」ご｜清二

黄
一
一
』
一
昨
一
一
・
二
》
」
川
井
幟
｜
一
計
ご
言
蓮

》二壱二》《．｛｝

け
天
憾
」
一
》
（
・
畢
言
民
祠
爵
一
一
二
（
淫
一
八
竺
戟
ぐ
ず

奇弄｝一夏一一一貫、で咳》（（一一一一〕Ｒ一Ⅲ》玄〈

片
廿
琴
秀
一
Ｍ
３
ぽ
む
二
・
叩
一
己
一
亭
署
『
茸
←

、
一
一
一
二
ｓ
葦
ク
『
【
一
・
誘
代
←
べ
・
・
←
駒
】
Ｐ
毎
『
一
戻
一
・

》
狐
一
幸
『
梁
一
一
・
罎
感
＆
一
塾
一
八
郡
『
一
四
Ｊ
八
二
・

ヨ
ー
ニ
シ
・
｛
（
（
・
麺
〕
一
斗
趣
一
ｓ
》
三
】
居
墓
亭
一
奴
琴
四

雫
一
一
一
藷
一
ナ
甲
勲
や

一議一一》霊一一鱸卵鯛為蕊」
識
ン
・
（
一
一
一
事
・
心
聿
・
厩
感
へ
罰
》
午

一一一］・一弓．．｛》：｜｜ご討一奉』望）》》｜〉云い静竿

誹
詫
二
一
や
京
・
壇
禾
舗
ぺ
一
胃
》
万
民
蕊
蕊

》
・
森

デＬ
－

ご･､

￣ 》
憂
謹
二
食
□

一．諭・（》弱六甑

一
二
一
つ
》

》
量
『
立
尖
□

｜一山巍計》寸云廟

一
エ
｜
、
盤

》
量
認
・
妄
ロ

ー
ヨ
款
〆
『
ず
云
愉

一
メ
ー
コ
喋

一
一
》
一
、
味

一
Ｃ
ｌ
、

一一二一匹ミハト学メシ

詩
労
い
Ｆ
７
富
一
へ
》
良

一
国
論
司
謬
一
八
『
ロ
←
ご
『
〈

》一愛『Ｔ一テロ》一・Ｗ一．ハ

呼
量
謬
支
已

一
ご
靹
〆
蔀
寺
坤

一
云
一
。
醍

参

Ｎ
』
『
一
口
・
メ

ー』〕・Ｃｓこげ

『
函
『
椋

軍
｛
ず
ｓ
メ

ミ
ミ
コ
ヨ
＆

今
害
仁

ｗ
Ｃ
Ｐ
、
己
○
万

一←《』』』面

『〕ＣＩＰ

一一一二、天
←
《
冒
語

口
承
棹

－
－
Ⅵ
ｌ
０
ｑ
ｊ
ｂ
■

霧瞳 薑

糾
難
灘

91膳

岳一言》二一一・・・託非窕鞘叩乖牢半訓iIiiliiLll

邑
如
］
ヨ
刊
国
用

篝g蚕！

一
壱
鴇
罎
嚇

ｕ
の
＄

ＰＣ。



(1)
と

…．．『……上...＿

正’

鐡鐸陰繊坪…－－鯛1鳳鯵
、

､-.1.-...F…．

,…|、 ..…．、．…..….品……２－－－.｣Ｌ己 ●

鍵
.………－－．.….『.……ｎ－－－ＬＤ ■

,l２ＤｃｌＣ&フ１４房６ ..……&..．…...､品……ﾕｰ._ﾏ．ＡＣ ■

ろl４Ｃ ､IどＬ／１
1.-....ｆ－．．．

Ｄ６ら.L･…3．．．． 1.--…..........……ＬＳ Ｃ ① ●

早田列と､蓋

｢’.Ｌ､..､岳...

'二三二Ｆ州(塗維一､Ii壹聯>=蝋醤>ニユロ＝ﾘｨﾃ癌■●

...1...0.-…...･･…」.● ■

□。・・O
UT句｡■■い､｡■－■･甲⑩■-ｊＤｐｺﾞ■凸･■■■ご守口￣■□

Ｂｏ
ｐローロー■ロ■-｡

●

命堪

:甥

門Ｐ
Ｉ▲

P．

し

■●

0ｍｍ１１号（45ｘ20）．Ａ300-2？’1057.4100アｊＯＯＩＰ３Ｏ

』

』ｚ､_地下AL印金堪'|系足場ﾌk｝薑＿（ﾑｸﾏ挺末藪見jiLj） ｡.DＰ.｡..｡｡｡..｡｡■０

用、企 専用
為蝿

澆、 ﾆﾉ:ｼ易『
ｔ７Ｗ１１１ン

坪ﾝ「
総F１Ｗ に葉

71ilUfl
卓．､伝

行用
Ｐ■

榊弔う;に#ｌｉｂ 念i単 覆うＩｉこ ７
●■

箇直
０●
后計
■●

〕騨、

/ｚＦ蝉 |夢
巾

●⑤

ﾆュ 二三 ｢Ｃｌ '’0 4１
■

｡。｡■｡▲

'１
■

●

ロ

｡●●－

Cｌ ‘
０●

●

●●●｡

８
■

、

甲

10 房

◆

三

■●

の

凸■■■□９▲

●◆ 科 予侈
(i;し壷）
１ヲ頁

二場;ィ鑿
●0●

'4697‘ lW1弱 `Ｉｌ１６６ 9腺 ｚi7,t?
●■

とj｣（
:．､７

２ス 6評念
０

旨 房

(ｦｑ
ｓ▲

■

●'

ａ､ユ
1゜＋・

610
●
●■

。 可ら三 IＤ
ラ

二二､'二１ つ%f１４５ 不MＩＢ
■二



－－■■■＿＿￣￣－－－－－＝

Ｉ
表１熊本県'豆おす訂年次５１｣芙鯉別ｴa鼈詰動の実態垣その橋ﾉﾀ又比

熊本県における地場企業の質的転換

山口守人（ｉｎ本大学） UBI僻,1国両3鴨,ﾕｭ`!`M……,'５，。
[ニコ肘占打ｴ(⑪■…､’

露２Ｓ“I…餌揃再■低貫ＴＯＵ■、■、

…3''8万

－１

１９８４年度シンポジウム

｢低成長期における立地と地域経済」
年|鷆今示氣全四

８百’
和′＝'当聡’000’
５，竺筐＋口，;轍３０罫9'FL9

１℃

経済地理学会第３１回大会 卯|=…,溌
星トニト箙

ユTS8S76ﾖユ

1984年５月26日’２７日

鼻|…い、寺罹、ＦＩＰ
強1.竿ｲ女,壗頻所｣－．’て,下ノダ捌欝:着'亀っ"て雄.人`付"oｨ量bfiL篝膨型と１丁道珊‘哀1.＋人』爽呉､尋:ﾌﾟk対`重閃下Ｂもの

嵐鶇讃瓜全域かs纏蚤=:黛錘…'ﾕｵ･ｴ粗立ｴｺﾞﾄﾞﾐ疋欺ｃＲもの五あﾘｮﾐ量 対'会MEI上し[二つさ.､て１丁第・乙・あき．
於関西大学

==7石忍屋三Ｉｉ蕊i蚕えの紘勾鷹狗.対全国肋算定函護咽汽ｴ議迫な.化学,お油･瑁鰯豊晶`鉄鋼乳織ﾐﾂ:蠣由Ｊｉ蝋蝕ﾐﾘﾛﾆﾆ組:iこ=蕊注十．
(窪禽）エ獄統計茨Ｃ墜鴬鰭，会渥)鎬品.-鯛亀i怖く,電与tﾊﾟ遵鐺(鼻営if迄I:::M寂j､ﾉﾄﾞ砿梼臓紛･…;;(i吾②当I竃

6鷲ﾐﾌｲ室迄可 ●

樫 ｺニ 栄 、 鵜蚤エ業 加エ組立エブサミ 全 エ 茶

△含;;、で〔鞍;迂瓊 皐謙｡同 数 １;t:業者２枚 尋:数所数 /i竃涛騨丈 ｲﾖﾛiロィ②遺義 鞘i電71数 ｲﾇtご紫瀞i丈 ｲ可Yｵﾛｲ疏鍵 事勇ﾋｱﾃﾞ｢牧 従ｺﾞｉｔ晁弗[ 獄ｶﾛｨE所､堕窺

;ｉＷ熊零s<ｉＥ卒 爽畠牧 鉛 烹舎ijE 鈴 支牧 鈴 更畠駄 銘 霞;舷 銘 霊軟 鈴 実壮 ﾂも 質牧 光 萸尋こ 癖
Ｐ

填牧 擁 蕊牧 ％ 食拳て 鉱

83 企、０＝前 糞載 IＩ５Ｔ１３ 癖」 1141969 兇.0 372他Ｉ 三1.0 １０９+３ 7.ｏ “Z“Ｉ IＴＺ ﾕ08026 ﾕｎs ユ9507 18ｍ 95匁1９ 1余８ １５０１鴨 Z０．６ 1百６ﾕﾕｺ 100.0 33`o引＋

０－

”o`ＺＩ lOOLO

和
グェ、’二J

藷 100.0

■』 』
■

句
ら 口
←

一
宅

□
』

６
．
●
■
■
■
■
〒
■

と 』』 ￣

￣
３

、
』

ユ５
三上＋’日 舞汝 1643 ８８ユ ユ‘ざ4十 71分 ３＋8２ 毎[､０ 8３ 4５ 断爽Ｚ ﾕZＳ ユキャヨ ３⑪７ １３‘ 7.３ 巫可916.1 Z5５ 4３ IF`ユ IOOp 37195 100.0 gﾕﾕ0 lOOLO

年
､凧､ﾐｰﾐＥＯツＩ、 ﾖGTごＰ

塾r上』 1.＋ ０．s 0.7 0,3 1.3 Ｌユ 0.5 OLユ Oユ 1.ユ １．０ ０．９

a召
△、Ｉ章１ 更較 l“ざ6Ｔ

’
摩１１国１ 297F古’ 50.0 IC塵位『 駒,６ １０９７５ 朗 7爵lnIlsLユ 船`'十'1`， 3勇引 11.0 lユュE1I30 ﾕｷ・芯 弗呵ﾕﾖ外 ﾕﾕﾆ 1８７１０１ IOOLO ｣idq5So35 IDO｡ ﾕ⑥vaS96 100.0

和
目I＝咀=』

q/６ 1０ ．』 芒

：

■ ⑪ § こ ■ 苫

■
口

』
。 と

￣

3０ －７＝仁生IEI 寶牧 l９ｏ９Ｌ 89.3 3ｺ８８１
－ユエ

ｌＤｌ３ＲＩ
－１zｉ

８１ j,? 8１５９
＋工

69+3
＋エ

■
ロ ．’＋７ 6.9 33111

＋ｚｌ

’’四
＋工

２１ﾖユ 100.0 45367 lOOp 18ﾕ峠 100.0

年
JこＨＰ=~｢シl息

1験 L+Ｉ ￣■■￣ ■Ⅱ■■■
Ｉ.

｡

０．７
●■凸 ｡●■

ob4i.
｡：

．‐‐Ｉ
●￣￣ }.｝ 川 0.1

昭 △、Ｉ手冗 鴬t;〈 1７１５１８ 7Z､０ や9卯7８ 男Hil9謁勉９ ｣i0.0 1基５１ ヨユ '０鰹'341'3,1''61゜`９ ZAp Ｆ１』Ｓ５ ２ｺ.８ ﾕ“+ＯＩＦ１ ﾖﾕ舟 1ＷIﾕﾏ 35, ﾕﾖg3ﾕ0 100.0 7`OIF`３ 1００．， 彌３７１２s lCOLO

点Ｉ
~二１ｺ.

弘 １００．゜ ＆

巳 ■
ロ

、
、

■ヨ

』
』

寺
Ｃ
■

註 Ｅ 冠

3９ 堂4芝十画 糞牧 '９０６８７hｺ
３０ｍ三コ
－コと

'三，6３

－ヱ 8３ ａ８

｡

ｍＴョ51
＋工ｉ

8s守り
＋ヱ

I９５ｉｇｂｌ

５Ｃ『
ｊ
Ｉ午

●

９

舌
Ⅱ
■
目
■
■
Ｆ
■
］
■

Ｉ十’
’
４

5.Z ﾕ１吋 loqO +95ｚ８

０１

ﾕ＋917 IDO.｡

年
-Ｋ轌可▽Ｉも

蓑l食 1．１１ ■■－句 １．－‐ Ｐ
｡〃

￣■■

｡

－コ‐ ０.午Ｉ 0.ユ ｡Ｉ 0.1 q７ ｑ塚

B召 △、房、 震数 Ｚ報・T7i7I.？ 5ﾕ73蹄ユ 5ぢお 袖`7誌臼 槐.７ 1＋亜十 金３ IoIo5問 10.7 ﾕ０年rlユ ﾕ1日 8ﾕﾕ１７１型愚 311`oI9 ３ｺ〃 ｊ靜子５３三 3鼠８ 〕牛引ﾕ、 lDQO 9＋６０７１０ １００．０ 箔l錘哩 iOoLO

和
エーｏ二４.

泥 １００．０ ＆

』
』 吾 ■

』
（ ､

￣

､
￣ ÷ ■

と
勺

守
】

｣１－０ 嵩長士1EＬ 難Ｚ ｡８６３ 5通『
鞘0」‘
－４エ

3羽１６
－＋工 朴 」.３

`ユF１
＋ヨエ

５８０６
十ﾖユ

ユ３１
6448

＋工

“｡？
＋え

31ｓ３ 100.0 GrrS5 lOqO ヰユz4H l側.０

年
自己一百一ＵザＩ、

慧亀 1.1 ヰー■
■￣￣ ０．５ ￣￣￣ ■■,■■￣ ０．３ 中｡■Ⅱ ￣凸一 0午

昭 二、 I室１ 震牧 ﾕﾏﾕＦＺ？ 駒.Z 5輯紬ﾏユ 御－１１９０６５０+ｓ 3鴇 '51日＋ 40 Iﾕ９５１蹄 11.6 ざCFDT別｡ ２１．１ １１６８３ユ ﾕ８．５ ４３８軒1３ 3９３ lDo5pWl． ＋|占 “951Ｆ １００１０ 111`3473 100.0 Z組１３漣？ lOglO

泡
Ｕ

－Ｕニーュ

粥 ｌＯＯｐ： ＆ §
￣
￣

屯

、

￣

￣ 望

』
『 ■

迫

守
凸

■
。

＋５
ｌ■■ｌ■■

￣

■の￣丹

①

1E１

、

、

冨牧 ﾕ『可`|噸 `製’ ７“11
－３エ

１

砲:ユ.ユ 写ＳＴＩ
＋工

Iユ５６コ
＋え 巳

ﾖ9９ 11.9
9余rｌ
＋ユエ

．Ｉ『ﾕ`ｏ

十ユエ f”､０ ７１『31？ IOqO IDOIﾖﾈ lOqO

年
幻農学T、ｱ下皀 １．１ －◆■ 0.5 Ⅱ■￣｡ ■■己■■

●
０．３

●

￣￣の ￣￣￣ ｡､5１ q７ q十

8召
'、□－ 議;〔 Ｚ:“3２ `６．６ 5ｺ写1５３ 5１鏡３ １７２１引訓 ４１瓦 Iﾕﾕﾏﾕiユョ 1ユI守284 11.十 770Ｆ０５５ l江６ 131盲引 30日 ＋I94J406 胡.３ '6951｡引 洲１ ４３b４９１ 100.0 ＩＣ`“３ZＳ IoCLO ４１御２３ﾔｮ 1ｃｄ、

和
'二－１型

認 １００．０
Ｃ
￣ ノ

￣

￣

１
１
１
。

■
句 ■
』

Ｌ
』 ￣

￣

ゴ

ミ
￣

￣
■

や

■』 と

卯 砦ヒニ1-1, /;数 30列 『1月 `電１ '包酎 ｑ７ｉユ‘
ＦＩＣＳ
＋工

、 U99Iヤ
＋工 廓７ 15.5 コユ｡」０ Z3.3 ＦＤ5１６ ﾕﾕ」 3733

０１

9磐枠 l00Lol
Ｐ

。

巫8劃７１,'０

崖
一F￣

､７１－方
応

一念配
-

1広匡
１．１ ■■□｡ 0.8 ￣￣￣

￣●￣ ０．千 0.国 ｉ・・3１ ０．９ 0,9 Ob6

蝿 △、１〒、 蟻Ｚ ﾕ7５３５７ `ﾖユ SOI冒回僻4嘘 219ﾁﾏ謡傘`ユ 177,s 紺Ｉ ＩＤ“475 １０．１ Ifc甘翠7牛 1１．２ lｷﾕ８９s13ｺF１ 4｣卜87ﾖ`３ 4z４.ＩｊＩ１“締８ 4ﾕ.６ 436“３

０－

loSr67“Ｉ lOqO ﾏﾖI6T3q6 l0qO

獅
＝Ｌ二とＩ

γ６ 100.0
Ｉ
Ｉ￣

￣

＆
、

■
＄ 眉

ヤ

！
、
､

冬

己
『 こ

Ｉ
‐
Ｉ

や
己 § 忍

5５ 龍子胆旦し． 震牧 Z136180.ユ 6側|鉾０ ｴｺﾞT的８ 茜JＴ 901
０
z･キ 65Ｊ国６日 3駒011 IX6 636 rW卜 ﾕﾜ597 ﾕ刑 169327 3⑪ 3“ユ loOp oIoo7`５ 100.0 榴lＷ６ 100.0

」計・一、

■ｑ・Z・'、､

寺
I頃麓 1.1 1． 3１ oｓｌｌ 0.6

３０

Ｂ
Ｂ
ｂ
？
■
①
▲
の

0.＋ ００７ 0.5 ０．９ 1．０ ０．６



二＝函＝戸F再１＄、岳･÷.＝＝莚■窪._主ﾆｰｰ.＝代＝井孟 －F

聯
；
凰
仏
：
可
一
丼
・
隷
斗
躯
竹
ｊ
魁
聡
假
Ｈ
鎌
『
が
何
Ｆ
一
脚
蕊
毛
刊
予
）
】
・

鱗
‐
！
〃
０
迂
酋
ａ
Ｈ
駅
散
Ｊ
凱
〆
ａ
（
）
升
Ｊ
駒
誹
「
升
・
祷
骨
幾
引
Ｊ
令
圏
計
扇
ｄ
鼓
四
・

鰯Ｉ諏鰍曾月勝〆バサ。．】且鋲Ｍ〈恩灘）河隔すい吻獅一当山一国泊削・瀞沖瀕蛎嵐繊』。・〆傍れ０ケ，ｄ囚聯⑫牙・愚廿倒籾戸笛一巴塑松吋河・に８〈笈乱ご餅罪千一粒唖郊０器』傍もｄ航】（鰍鍬）一・固狐簿：一つ目胴講伽延凹Ⅱ魏牌縄暉

出
目

Ｐ
＄

癖
密
櫛
鈩
ｗ
ｏ
０
０
化
Ｏ
Ｓ

自
身
『

Ｃ
Ｏ
つ

ｐ
０
０
ｍ
Ｃ
Ｃ
。
ｒ
■
こ
ぶ

】
合
巳
百
十
山
謂
畢
門
画

瀞
了可二Ｔ;ifYYriIiyiHJW頚珂醗
i￣←－－－－－ｲｰｰ

中L.

Ⅱ~■-=￣＝Uq~:
ﾛＩ

．？

勺IPBPs■巳－－￣￣○口■■

1-

〆￣●■●

－－－－－－一一一=ｆ－－Ｃ－－－凸■－－－--

巳

ｌ
ｉ

ｌ
Ⅱ
ト
ー
一

衆
Ｉ
Ｆ
」
Ｇ
３
戦
汀
升
揖
ｊ
ｃ
３
３
ｗ
１
瀧
獅
沖
鱒
璽
逗
峰
押
可
弐
溝
一
ふ
い
】
Ｈ
・
脱
。
’
宝
メ
ド
異
Ｊ
Ｒ
・
》
四
・

法
＊
・
０
０
匹
含
ｕ
ｕ
計

『
針
０
…

「
０
：
…

ｍ
Ｆ
（
べ
］
年
卍
〆
が

山
●

尚
一
雨
一
“
柳
芳
、
ｑ
‐
‐
Ｎ
「
⑬

Ⅵ
．
（
半
閨
剪
，
’
巾

●Ｐ

ｍ
Ｆ、

lliliiiiijJJlliUWHWr-F…iiii

腓
二
脚
）
鞭
敞
臼
蛎
難
）

『
・
×
身
射
片
只

》
川
脚
）
甸
昇
・
感
訟
諦
聿
尻

シ
・
と
ｇ
ｏ
計
量
派

百
７
主

ｑ、

少

【ＡＪ

ｎ

町
仇

巴

￣Ｐ

<、

－コ

_、

-Ｆ、

ﾄ」

一
つ
。

￣

〔｣」

Ｃ、

(｣』

』
』

本

動

町
Ｃ
ｌ
夛
奎

Ｉ｡

[▲、

ＣＤ

十
②

一
○

(_Lｊ

+、

-Ｆ～

（

Ｏ、

（

－

－

Ih-D

＿ｐ

ヨ

、
み
、
曇
、
、

い
②

W;｝

～

卍＝守弍

鯛
哲)9】
』篇）
留曽弓孟可
P且i0U

蕊
譲
廿１８１１
`嚢可】

鋪
'段抑
期)、Ｉ

Ｗｌ）

GI)l）

伊釦

I剤)千

即ミ

DOW】

勘ﾛ）

腋.｡）

J1ji1）

鍼）

廿引１

画劇

iｳｫﾘ
Ｈｆ〕
'活TＩ

3房
Ⅲ

謎

鞠
認

ロ〒

蕊
ロメイ

ロミ
■

。”
ｏＶｑ

ＤＴ(

njLl
ojl＋
ｄｉｌ
●そ-1
宇用引二

§同’

･iNI

可部ド

噸
、
奇=■

Rｐｔ
Ｃ

一一

圃瀦
｡

溌瀧
￣

● １１’

可心

篝

S朴

￣、騨
鰯
蝋
灘
馨
徳

芦
戸
印
刷
一
』

重
Ｚ
鄙
傘
一
『

獣調Ｉ

；■Ｉ

$轌円

，サ団

oサロ
ハ乳皀｛

澱〉
村

腓●印

婁鉢

憾酔

蝉

鐸

鱗
1Ｊ
･

少‐
Ｅ。

Ｌ－

虹

１丁

Ｔ１Ｕ

農
而四
十

出
勤
博
山
巴
念
さ
禽
古
余

祠
、

ふ
い
令
吻
公
凹
仇
坤

Ｌ▲ｊ
－■

>②

･令：

＞■

萌

命

。己

主
い
◎
仰
《

や
わ
禽
含
『

里
。
〃
舎
一

１Ｊ

翌
い
［。

）

二
一・

牌

、

-｝

Ｏ

￣￣

卜
一
Ｍ
談
甦
一

一
。
一

〆
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
』

賎
：
呈
込

－
，
－
－

》一

￣

◎

お

卜』

ト,

)』

Ｑ）

、一『一回◎’一一一

1Ｊ

〔口

￣
￣

￣

トー■●

￣

ぷく
●

●
ザ
●
●
●
甲一Ｈ溺竺．

ｷID制

野諭

ホ
こ__

￣

三蔵
iﾋﾞﾗ50

解

ＩＪ
Ｃ

長̄
＞Ｇ

ＩＴ

余
灯

■■■

●

ノ
心・
－口｡

(〆Ｉ

１Ｊ

L｢１

｡｣

珊
貯
Ｚ
皇

一
一
一

』
一
一
一
．
’
一
恨
一

、

／

￣

》
。

①

□

５
３
．
－
Ｈ
〉
鍬
ぶ
二
一
一
一

説
『
一
一
一
一
一
顎

河
戸
一

「一
噸

一》
瀞

＄
－－

１Ｊ

：

鳶

｡＋
ｑ、

＞⑤

ぎ

￣

｡

ｌ

土

ＣＱ

卜.し

－

－

)』
●

■ヂーー

．
』

－｡

Ｕ１

Ｑ~Ｉ

可［、Ⅵ
一
切
○
Ｊ
二
二

1口

□
面

十
一
押
一

〕

へ

<ﾑ」

十

凸

凹'｡￣

ニ
ロＯ■￣￣

￣

●、’

〕

③

￣

■

Ｐ

Ｉ１

Ｄ

F１

顎
８コ-斗

■■ｑＰ￣QUp

譲漁

瀞Ｉ

､～

〆
､⑥Ⅲロー■●

－－～

蒲１１‘

巍
一
撒

一
ン

IQbA

Ｉ
》
』
。
。
ご
メ
肘

ロiｓ

電
一
藻

、
。

‐
ご
Ｃ
Ｇ
ｒ
李
至

切
一

ｌＵ

牌

｡、

1°

[エ

-Ｊ

-よ、

ＣＱ

-ト

《jJ
-

二

Ｏ、

一
計
了
上
二

￣

ｈ

jｉ

￣

ｕ
一

ロ
ロ
ロ
ー
ロ

Ｌ、

戸．

人-2

一
一
・
脚
一
国
｝
し

□

￣

＠

●

－－－

゜

少

CＱ

|：
認
･動

■■

□P

■-

Ｃ

ＰＣ■■￣￣

，
－Ａ（

鰯
辮
銚

罵誹

麓
Ｕ
’

\

何

難
跡

￣

鑿

唖０ｔ
癖
辮
祷

町ﾛエ

、濁卜

再”

'三衙
>ﾘｹﾚＩ
ＨＧ覇

二二･乱弓f，

齢
)､Ｗｉ

:；⑭
一
一
一
脾
〕
ヨ

、
印
エ
、

。ｑ』

｜櫃幅
一帽

＞。

ｍ隠
・・旬

宙

農

誘
騨
那
鵬
縢
隣
一
命
準
説
一
諏
挿
》
二
霊
殉
一
汁
勇
困
許
二
紐
．
｜
罰
蛉
灼
一
見
－
５
’
一
膳
罪
科
一
言
』
制
一
酬
違
潔
里
ｕ
鼠
公
一
脚
緯
一
繊
錐
些
愈
（
幽
塑
導
醗
胸
繍
莎
熟
潔
壁
‐
鴬
熱
愛
閏
へ
灘

。
。

(藤）

ii1臼鍔識

仲
切

少

ロ

に

｡〕

賜h１１ｹ
(黙．
ﾘﾘ園
V原Ｉ 篝

|跡巾
叱ｮ月

1ｺFＯ
脚>鍼

｡､

Ｕ
－Ｑ ｡Ｉ



異エ燭鴎力会（昭太ロ５６塁
ｴ表3-Ｂ本田技研ｴ案熊本製作所関連企業一覧(日馳se年）

（璽位：千歳．人)．泉３－Ａ日立造錯有明ｴ棚連企乗一覧(昭和s6年） ａｎ一掛螂肌秘録一》皿？？？叫一》？Ｍ仏》１肌．汕払
舵
〃
”
”
〃
型
”
〃
〃
〃
〃
俣
率

詳誕品錘率掛》》鋤》繼１－－－ＬＩＩＩｌｊ
剛
醇
塞
鐘
錘
一
》
診
鑑
雑
罷
銅

翠
エ
エ
工
露
倉

》翠雑樒曄哩辨蘂『》》錘岼輌窪輌輌甕》
有
謹
選
九
日
小
花
明
日
日
大
菊
大
浪
顛
中
一
一
一
第
有

立地
市町村

串業内容従栄員劉品目企業名

子
仕

繊
〃

住
彫
〃

鰹
噸
会

△
。

璽送担当

場内食堂.緑化‘:|…薦’震|霊：
酉蟹遷殴、攻ロ田、蕨出題笠．奴田迩：
Ｒ井睡鯉一虫塚坦一睦山Ｔ案．田中塁：Ｊ■

蕊轌向艤韓朝蝋

原
九州柳河糖撮

合志技研

九州武蔵厨密

！

諾
蓬

〃

離致ＩＤ〔
下鵠

〃

５

１０

４０

６０

４０

４０

７０

３１５

９０

５

ｂ３

Ｚ７

Ｓ］

湯浅罐池

大同工葉

スチールセンター

九州東海愈鵠

スタンレー鱈気

小林製作所

九州テイ・エス

九州東洋

熊本フソー

日本鯖機

山田製作所

江州鐵遭工業所

不二化学工業

村
町

輌
認
洲
赫
緬
酎
疵
瘤
緬
認
〃
志
偶

大
旭
合
菊
白
南
菊
一
一
一
松
旭

合
鱗

５１．４

５１．２

５１．７

５１．５

５１．９

５１．９

５１．１０

５２．６

５２．４

５５．４

弱.1０

56.8.

.56.11

９．８

9.4

30.0

19.6

39.6

83.0

31.2

20.0

33.3

６．６

31.2

33.0

19.2

軒瞥錆店寵
方Ｔ藁．山ロ露勇

出
錯

蝋岼〃

頁
材
中
酵
セ
ン
タ
ー

泉３－Ｃ~Ⅱ水俣市の誘致エ場
(単位：万円、人、㎡）

敷地面積鐸案開始 主要製品名 資本金

ｎｏ

荒尾市４ｔｔ

Ｌ１」本製作所製缶､F機械

甲巽田産蕊裂缶

東洋管エ製作所”

田内鉄工所糠擬

熊本市８社

金子鉄工所製缶（簿もの）

岡崎鉄エ所”

中川鉄工所”

岡崎商店ダクト

内外工葉船内装備

吉村工作所木ぎ

大久保巧芸〃

大洋エ糞”

八代市４社

擴．鴨工案製缶

城南鉄エ所機微

スキタ鉄工製缶

吉田製作所・〃

人
人
人
人

８
１
０
６

７
７
９
１

荒尾鉄工団地

”

日
立
遣
船
鰯
外
協
力
会

Ⅱ

３４人！

３２人．

19人１
１１０人ト

５５人

１８人‘

１２人

６４人

|i】
キャリヤスタン
ド

メーター

スプリンゲ

フレミムd物

菊池市

阿蘇町

菊瀧市

山鹿市

８０

８２５

２５

３２１

国運エ蘂

日本オイル
シール工業

菊池三輿

１１｣鹿立石糟機

(16社）

JＰ

､Ｕ，Lu天日臣苣切Z刀’

チ可ソＥ３弧

章ii蕾|豐慧i鶉に霊器 Ⅲ`｜‘,

人
人
人
人

副
鯛
鍛
ね

１
１

資料：熊本県中小企雲娠興公社資樫

ヨｆＥの塵Ｉ浬豈別

資料：熊本県中』企婁艤興公社資料

資料：水俣市資料

C蝋）Ｈｇ紬`午）萱ｕＬﾂﾄ|終寿白春（１坪.糊砺蔵糞）
戸



｡
。

｡
｡
、 蘆

且掛獺

：Hｉ
ｉｌ一…霧

|曇
息
農閨

蚕;｜ 鱸

一に

。；‐『蜜

蔓贈闘

ＹｕＩや■

回併但

乱Ｊ牙引利剴劃司唖罰、寓覇‐．；か寂顕ｓｍＥ
ｉ１１１１‐１１Ｉ

．》・小一全丹卓宅Ｌ辱さＰＳ・一寸円Ⅵ》・

劃肇宇色７．畠奄叱貧やもｆ・で壹舎傘卜裟戸

斜

蕊
野

'－１ |Ｉ
| ’̄

,￣
|￣ Ｅ

|￣
１ １１

一壜緬篇

学凶〃（ｅ０ｌ「門二円〉凶が興界Ｃ

浄十侭まけ誹轆一〃労Ｊ（

３
Ｉ
￣ ’訂

■

’「１．

ｌ‐ｌｌ

ｌＩｌｌ

lllllllil

１１１

０

'
P

Ｈ害画矼・才梅且８
国測吟存。

田呵掴同日。■即毬｜画気目Ｈ再覇

ロ徐午』蚤〃

．．．■凶餌。幹ｓ爪睡．Ｊ
０Ｄ０Ｏ。００００Ⅲ１Ｊ・Ｉ」

|￣
'■ '

-J
Ⅱ「

町堕百Ｈ閏ｊ師降

'－ ，’

田智⑫Ｃ倫禿

■ Ｉ
,￣

間
罫「ｌ「’

嘔
１１

厚’

罪麗回目Ｈ寓泳Ｓ蜜淘

[&llj
1lMl：

|
￣
ｉ '｜ Ⅱ

lIll
一・部蒔勾牛いぐ目Ｈ鴬訪一

ｉ

Ｈ寄琵迩吋箪鯨謝一

'7 11i'１｜ｌ騨謁鴎諏Ｉ

‐瑠調図爾日Ｈ

－１１‐‐‐‐‐狐。ⅢⅢⅢⅢⅡⅡⅢⅡ坦

卜鰯鬮辨辰’

|’

：：

○
○ 露

｡
、
｡
、

。
。
⑥

○

一房ＨＰ好一

，弼針

LＩＵ
|蔓

虞’
fや

；躯

涛什回創

赫詞

Ⅲ拙斗Ｉでのｒ

』〆善く｛

十榊辨諭雨鶏鴻巡

風杵円賦

覇が卦

凶、Ｈ｛辨鏥

⑨回報勢識

諺
４捌戸剖嗣存

糠丹

斗斗、４例弔

灘

〆ご丘辨序隷３鉢彗緋鑿、愚

Ⅶ子Ｕ１号

司団

■丘エ
凹陽剤、升鱈声

田舌一○繍亮

目週別

中臼田■

熟
ヘ

Ｉｌ

田台吋ご補完

‐‐ｉ‐‐‐‐Ｉ「１１

近蔚一圖立

Ｉ|~
｜ '｜ ’

国鯵弔Ｕ品ｅ孫虚琶
・画弔Ｓ津同舟円

率鯛魑卿や卜

慧懸灘

田智』。Ｒ亮

表爾鯨国佃
円湖囚由立

伯Ｐ乃偲ジリ港夕

膜鮴欺触室溜るＴ：：劇牌寸へ低＃侭１１－Ｊ笛Ｐ瞥埼愈屏ｌ
ＦＣｌＦ・州ｒ一・・
１１》．。加衲。

地＆Ｖ〒鰍莇丙囲斗⑬博年
肛司寓琢Ｇゴ▲■干佃シ

Ｉ

「Ｉ

畳吋鈩ｖＩ⑪Ⅱ～ｆｖぐど、、

演目立中鉦西で汁
あ頑店内咄｝

▲

■■田ヨ届

室

掛洵Ｈ１凶１Ｊ
＄◆Ｙ則

田さい□紺亦

鵜電

】、慾酪晦■

】、肩泡『か
巴Ｊ〒

■や願坤魚

ｎｈｕ祭曰Ｈ

Ｉ|￣
’ 11Ｍ

”》鱸噸癩辨中卜

ＤＵｈシロⅥｂ１脚

鰹蓮ｖ野画腿砕
廊訣ｓ廿片ｕ〒菌ン

刊守甸十辿蝉鰹印南
琴Ｓぜんｕ〒檀ン

臨談駄離

回泙『輻椙・日通

】、賦偵勵翠Ｓ廿分
ｕ〒■ン

】、１画Ⅲ一腕寓誠

ＵＶ１Ｍ随月寓琴

臼Ｎｅ蛾印願宍

◎田Ｈ０安凶時型蔀

困舌⑩。繍亦

１

輌蝋記

■序勵一琴ｅ
酢Ｍ１卜宕

：
鍔Ⅵ鋪区

哲

ｑ○Ｊ．．－Ｍ辮与耀鈩翌〉脾３菱）が

⑨
０
゜

。
。

曇

榊野臥榊
汁稗

箇潅醤

ロ国砠国

六選

佃田邑拭

一向計

．
■

通

已阿目創側臼

』駒

劃

Ⅲ津房総

灘●銅

Ｙｕご西海

ユ公瀕

陽

千号片皀立

・禽君皇

ｕＹ誼０世基血岳

】〔甜実

ｕＩ乢舛即

繊が枡

時刑鹸

秘

ｎ庁約

珀軍

」獅些

鵜
澱 ｣
芽
亜

雛
シ え
＞

句
十

田召一口側孟

項悔昼芯

画画

０

；

罰嗣⑪序一
吟日１１吋１Ｊ薊勾

困智掴已紺丙

自己脚■

町浅

通■

ｊ》Ｌ欝碁余中ミ汁］〆雪聾鑓
蛎梁誇合理日亀掬量黛典瀞訓）砂升釘同》己

！

こⅡ

ブト。こ’△ｎ１℃

凸宇宙卑唖、再■

田習い□盆冗

竈翫寄

ｕ毎時ｌＸｖ

四日■劃

ｕそ＄ＩＸＹ

鹿口■識

斡丹呂旧顛矼

道Ｉ汎・回毎
甸辿・再冒

ｕＶ入Ⅵ

石、鰯

穴

函遍

戸廿ｒＢＨ】函立」ごいむしＩ

』抑毎皿靭盟醜団声画蔑預ン

。ｑ虹払ｕテーマＩｅＩ円

慢睡画選ｓどん辿了墳鈩

海忠厩丙叶い凹毎
併由句円雪

凹併ｈ１こぐｕⅡＬ０屯で

Ｓ｛庁凸丞埒匝庶載

什升鱈訊・閂廿呂
屡頚ｊｓ寓竃８ｓ

蕊 Ｓｅ
ａ

ｓ
罫

切
■

潔蝋鱒

田智公。紺孟

函織鵠…

汁蛛・何十（八『荷．侭、ＨＮｗ繩
ｊ・・紺、㈲

：
熟 些 渕

鈩駒舸蝋縛幽

局廊伝が糊辻鋤脚

、グトヮ●、必■Ⅱｕ⑪、●》｝■０企珀０

℃⑨）恥伊田冑

月刑館日繭野
口芹円郵哺加▼卜古

ｎＰＩＭｅ申膜囚寅

秘野
馬孟凹もン・郵政

■岡野Ｓ目印声

田智⑭。繍房

耀瑠野合

》鶴篭薗

ｕｖ（に声毎国鋤

両国Ｓ聡田高
今西声

中園勇積屏ｓ
肛吟堕穴

圃距Ｓ馴薄声

鐺竈

蕊
Ｐ !：

局圃購

孫

錨



ｃ二，一綴ネマ罰烹

‘,rⅢ…化c&"｣し／

鱗…
・垈塵量期における大都市の

鮭rz八Ｍ鍵の坪iiLが'芙診…－
，h7.9〆トー．．.

急 篭機能関連指標の対全国シニアの推移

(単位8％）

宇次|東京圏l大阪ＥＩＩ簡古割地方便竿次|東京IEll大阪四1閣凹－１地方囮

工業敬略と問題点

Ｌ、］ｕ９．４

－大阪を中心に－

UＨ－ｇＩ■■

、_【Ⅲ⑥.凸

１．英米の戦略

２．大阪の状況

王日外銀従罰
奇数

３．対応

４．小エ業革新の可龍性

資料：通商産業省｢工業統計表｣，「商業統計表｣，日本銀行｢都道府県別経済統計｣，文部省｢学
校基本脚査｣総理府統計局｢卒業所統計｣｢国勢囚査｣，国税庁｢国税庁統計年報」

注：ホワイトカラー(申務問係職業従事者)とは，「国勢脚査｣の職業大分類のうち専門的・技
術的職業従卒者，管理的職業従事者，事務従事者の合計である。、
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関西における先端技術産梨，ベンチャービジネス，全会社の分布
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墓'。…且10人以上の工俎の敗地利用(昭和54年）
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本社 研究所 工場 Hｆ

B､ベンチャー

製適 非製造

C､全会社

製週 非製造

福井県 ０．８ 0．５ 4.3 2.8 ４．４ ３．９

三重県 ５０４ ９ ７ ７ １ ８ ３ ４．２ ５ ７ ６ 0

滋fY鼎 ８ ７ 1０ ８ ８ ３ ２ １ １．４ ３ ５ ３ ６

京都市 1１．１ ７ ６ ５ ７ ７ １ ７ １ ９．７ ９ ４ ８ ８

府下 0 ９ ３ ３ ３ ２ ２ ８ ３ １ ２ ９ ２ ５

大阪市 6０ ７ 2０ ７ 1２ ９ 2３ ８ 3１ ９ 6６．７ 2８ ６ 3３ ０

府下 1４ ５ 3１ ５ 2５ ６ 2４ ３ 2２ １ ８ ３ 2３ ２ 1４ ９

神戸市 ４ ３ ２ ２ ５ ７ ４ ８ ６ ４ ２ ８ ４ ９ ８ ７
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